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決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

178 地 域 振 興 総 務 費 2,330,774 2,033,474 質の高いイベントの実施と県の文化力の向上［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

地 域 振 興 部 国 430,937
事 業 名 金 額 内 容

企 画 管 理 室 手 15,530

南 部 東 部 振 興 課 越 114,637 千円 歴史文化資源活用の先駆的拠点である、なら歴史芸術文化村の施設・設
（仮称）奈良県国際

エ ネ ル ギ ー ・ 諸 7,536 1,344,232 備等の整備を推進
芸 術 家 村 整 備 事 業

土地水資源調整課 起 685,300 造成工事、建築工事等

㊀ 779,534

前年度繰越分 前年度繰越分

882,791 850,853

当該年度分 当該年度分

1,447,983 1,182,621

翌年度へ繰越

203,414

178 南 部 東 部 振 興 費 294,993 160,315 頻繁に訪れてもらえる、住み続けられる南部地域・東部地域の振興［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(南 部 東 部 振 興 課) 国 39,777 １ 訪れてみたくなる地域づくり

㊀ 120,538 （１）魅力を発見する、創る 40,971千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 奈良県南部振興基本計画及び奈良県東部振興基本計画に掲げる奥大和地
南 部 ・ 東 部 振 興

3,471 域の振興のための具体的な取組の実現に向けた検討
プロジェクト推進事業

奈良県南部・東部振興基本計画アクションプランの進捗管理等

が ん ば る 明 日 香 明日香村の歴史的風土の創造的活用を図る事業を支援するため、国の制
37,500

支 援 事 業 度と連動した交付金を交付

（２）知ってもらう 39,650千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 奥大和地域で作られる木工品や食料加工品、生活用品等を一体的に展示

し、販売するポップアップストア（試験店舗）の出店

阪神百貨店梅田本店（大阪府）

期間 平成30年７月11日～17日 出店者数 19社

奥大和豊かな暮らし 来場者数 2,600名
12,509

提 案 店 舗 展 開 事 業 ダイアログ（インドネシア・ジャカルタ）

期間 平成30年11月８日～11日 出店者数 ７社

来場者数 824名

奥大和ものづくりアーカイブＷＥＢサイトの構築

奥大和豊かな暮らし提案店舗構想に向けた調査

奥大和地域のファン（奥大和「関係人口」）を増加させるため、県内外

でイベントを実施

「奥大和フェス」の開催

開催日 平成31年３月16日 来場者数 821名

奥大和との関わりの 開催場所 奈良市ならまちセンター前広場
9,207

場 創 出 事 業 「奈良・奥大和の発酵を学ぶ」の開催

開催日 平成31年２月24日 来場者数 70名

開催場所 東京都丸の内ハウス

奥大和地域内で活躍できる人材の育成

編集者育成講座の実施 ３回 参加者数 ６名

大手旅行雑誌に奥大和の地域情報・観光情報を掲載

「じゃらん」広告掲載、抜刷パンフレットの作成・配布

スマートフォン用アプリ「週刊じゃらん」特集ページの制作・配信

動画「美しき日本」の制作・配信
奥 大 和 プ ロ

17,379 新規作成 ３本 英語字幕版 ３本
モ ー シ ョ ン 事 業

動画「空から見た奥大和」の制作・配信

ドローンによる撮影映像 ２本

配信期間 平成31年２月15日～３月16日

配信場所 ＪＲ渋谷駅前マルチビジョン

奥大和の「食」に関連したイベントを実施
奥 大 和 の 食 に よ る

555 キッチンカーを活用し、奥大和地域の食材プロモーションを実施
プロモーション事業

奥大和スープスタンド＠ｅｎｇａｗａの実施 提供数 370食

（３）訪れてもらう、体験してもらう 20,344千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 天川村の洞川温泉街において、雰囲気に調和した音楽イベント「えんが

わ音楽祭ｉｎ洞川」を開催

開 催 日 平成30年９月29日・30日（※30日は荒天のため中止）
奥 大 和 の 特 色 を

来場者数 128名
活 か し た イ ベ ン ト 5,662

御所市ごせまちにおいて、国内外で活躍するアーティストによるアート
開 催 事 業

イベント「ＷＳＭＡ2018 ～ＳＯＵＬ～」を開催

開 催 日 平成30年11月10日～18日

来場者数 2,695名

「弘法大師の道」を活用したトレイルランニングイベント「Ｋｏｂｏ

Ｋｏｂｏ Ｔｒａｉｌ Ｔｒａｉｌ 2018」を開催
1,357

開 催 事 業 開 催 日 平成30年５月19日・20日

参加者数 172名
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編集者育成講座の実施 ３回 参加者数 ６名
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ドローンによる撮影映像 ２本

配信期間 平成31年２月15日～３月16日

配信場所 ＪＲ渋谷駅前マルチビジョン

奥大和の「食」に関連したイベントを実施
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事 業 名 金 額 内 容
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開 催 日 平成30年９月29日・30日（※30日は荒天のため中止）
奥 大 和 の 特 色 を

来場者数 128名
活 か し た イ ベ ン ト 5,662
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千円 奥大和地域で作られる木工品や食料加工品、生活用品等を一体的に展示

し、販売するポップアップストア（試験店舗）の出店

阪神百貨店梅田本店（大阪府）

期間 平成30年７月11日～17日 出店者数 19社

奥大和豊かな暮らし 来場者数 2,600名
12,509

提 案 店 舗 展 開 事 業 ダイアログ（インドネシア・ジャカルタ）

期間 平成30年11月８日～11日 出店者数 ７社

来場者数 824名

奥大和ものづくりアーカイブＷＥＢサイトの構築

奥大和豊かな暮らし提案店舗構想に向けた調査

奥大和地域のファン（奥大和「関係人口」）を増加させるため、県内外

でイベントを実施

「奥大和フェス」の開催

開催日 平成31年３月16日 来場者数 821名

奥大和との関わりの 開催場所 奈良市ならまちセンター前広場
9,207

場 創 出 事 業 「奈良・奥大和の発酵を学ぶ」の開催

開催日 平成31年２月24日 来場者数 70名

開催場所 東京都丸の内ハウス

奥大和地域内で活躍できる人材の育成

編集者育成講座の実施 ３回 参加者数 ６名

大手旅行雑誌に奥大和の地域情報・観光情報を掲載

「じゃらん」広告掲載、抜刷パンフレットの作成・配布

スマートフォン用アプリ「週刊じゃらん」特集ページの制作・配信

動画「美しき日本」の制作・配信
奥 大 和 プ ロ

17,379 新規作成 ３本 英語字幕版 ３本
モ ー シ ョ ン 事 業

動画「空から見た奥大和」の制作・配信

ドローンによる撮影映像 ２本

配信期間 平成31年２月15日～３月16日

配信場所 ＪＲ渋谷駅前マルチビジョン

奥大和の「食」に関連したイベントを実施
奥 大 和 の 食 に よ る

555 キッチンカーを活用し、奥大和地域の食材プロモーションを実施
プロモーション事業

奥大和スープスタンド＠ｅｎｇａｗａの実施 提供数 370食

（３）訪れてもらう、体験してもらう 20,344千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 天川村の洞川温泉街において、雰囲気に調和した音楽イベント「えんが

わ音楽祭ｉｎ洞川」を開催

開 催 日 平成30年９月29日・30日（※30日は荒天のため中止）
奥 大 和 の 特 色 を

来場者数 128名
活 か し た イ ベ ン ト 5,662

御所市ごせまちにおいて、国内外で活躍するアーティストによるアート
開 催 事 業

イベント「ＷＳＭＡ2018 ～ＳＯＵＬ～」を開催

開 催 日 平成30年11月10日～18日

来場者数 2,695名

「弘法大師の道」を活用したトレイルランニングイベント「Ｋｏｂｏ

Ｋｏｂｏ Ｔｒａｉｌ Ｔｒａｉｌ 2018」を開催
1,357

開 催 事 業 開 催 日 平成30年５月19日・20日

参加者数 172名

－23－



（２）移り住んでもらう 23,028千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 移住情報発信事業

移住サイト「奈良に暮らす」のリニューアル

奥大和移住定住交流センター運営事業

移住者の交流等の拠点である奧大和移住定住交流センタ－（ｅｎｇａ

ｗａ）に移住・定住相談員を配置

地域受入協議会支援事業
奥 大 和 移 住 ・ 定 住

12,901 地域受入協議会が行う移住・定住、二地域居住を促進するための取組
促 進 事 業

に対し補助

補助先 ４団体

奥大和移住・定住連携協議会運営事業

県と奥大和地域19市町村で構成する「奥大和移住・定住連携協議会」

において、移住情報の発信や各市町村の相談窓口の充実に向けた取組、

移住体験プログラム等を実施

三重県、和歌山県と協働し、紀伊半島の移住・定住施策における連携を

紀 伊 半 島 移 住 強化するため、首都圏において合同移住フェアを開催
4,454

プロモーション事業 開 催 日 平成30年12月15日、平成31年３月９日

来場者数 81名

南部・東部地域の玄関口である奥大和移住定住交流センター（ｅｎｇａ

ｗａ）に移住定住希望者の相談・要望に対応する「移住コンシェルジュ」

を配置 ２名
ふるさと創生協力隊等

5,673 地域食材を活用した食のプロモーション活動のため、キッチンカーの管
設 置 ・ 支 援 事 業

理運用担当者を配置 １名

県が設置したふるさと復興協力隊の起業に要する経費を補助

（1,000千円／名）

180 地 域 政 策 費 1,307,666 909,964 地域性を活かした、にぎわいのある、くらしやすいまちづくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

エ ネ ル ギ ー ・ 国 731,502
事 業 名 金 額 内 容

土地水資源調整課 手 16

諸 946 千円 簡易水道等整備推進事業 128,381千円

㊀ 177,500 市町村が整備する簡易水道事業等の公債費に対し補助

前年度繰越分 前年度繰越分 補 助 先 桜井市外14市町村 事業数 26事業

155,240 152,130 補 助 率 過疎・辺地 16％ その他 20％

当該年度分 当該年度分 補助方法 事業実施翌年度から10年分割補助
簡 易 水 道 等

1,152,426 757,834 131,662 簡易水道事業等災害復旧事業助成交付金 3,281千円
整 備 推 進 事 業

翌年度へ繰越 紀伊半島大水害の簡易水道施設等災害復旧事業の公債費に対し補助

260,876 補 助 先 五條市外６市村 事業数 18事業

補 助 率 補助災害復旧事業 15～25％

単独災害復旧事業 42.5％、50％

補助方法 事業実施翌年度から10年分割補助

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 奥大和地域で住民が参画して開催される、地域の自然環境等を活かした
奥 大 和 の 特 色 を

新たなイベントの実施に対し補助
活 か し た イ ベ ン ト 1,000

補助先 大和高原トレッキング＆ネイチャーガイド協会、吉野山観光
支 援 事 業

協会

近畿日本鉄道株式会社と連携して、奥大和地域の魅力を発信する旅行商

近 鉄 と 連 携 し た 品を造成し、ＰＲ
10,000

奥大和の魅力発信事業 夏季２コース（計13名参加）、冬季２コース（計17名参加）

近畿日本鉄道株式会社の144駅で、ポスター掲示等の情報発信

中学・高校生向け選抜柔道大会「シダースーパーカップ柔道大会」を開催

奥 大 和 ス ポ ー ツ の 開 催 日 平成30年９月16日
2,325

メ ッ カ づ く り 事 業 会 場 五條市上野公園総合体育館

来場者数 約1,200名

２ 住み続けられる地域づくり

（１）働きやすくする 20,173千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 奥大和地域への移住・定住を促進するため、魅力ある仕事づくりを推進

「奥大和仕事づくり推進隊」を採用 ３名

奥大和地域で起業を目指す人材の育成支援

奥大和アカデミーの開催

開 催 日 平成30年６月９日、６月23日、６月24日、７月21日、

奥 大 和 雇 用 創 造 ８月25日、９月８日、10月13日
18,325

促 進 事 業 場 所 名古屋市、天川村

受講者数 11名

奥大和の商品の海外販売向けデザインの制作を通じた、海外デザイナー

との連携による販路開拓支援の実施

ＤＥＳＩＧＮ ＣＡＭＰ＠奥大和の開催

開催日 平成30年８月22日～29日

奥大和地域内におけるコミュニティナースの育成

奥大和コミュニティナース養成講座の開催

コミュニティナース 開 催 日 平成30年11月３日・４日、23日～25日
1,848

育 成 事 業 場 所 座学 帝塚山大学

フィールドワーク 五條市、十津川村

受講者数 14名

地 域 振 興 費
－24－

（２）移り住んでもらう 23,028千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 移住情報発信事業

移住サイト「奈良に暮らす」のリニューアル

奥大和移住定住交流センター運営事業

移住者の交流等の拠点である奧大和移住定住交流センタ－（ｅｎｇａ

ｗａ）に移住・定住相談員を配置

地域受入協議会支援事業
奥 大 和 移 住 ・ 定 住

12,901 地域受入協議会が行う移住・定住、二地域居住を促進するための取組
促 進 事 業

に対し補助

補助先 ４団体

奥大和移住・定住連携協議会運営事業

県と奥大和地域19市町村で構成する「奥大和移住・定住連携協議会」

において、移住情報の発信や各市町村の相談窓口の充実に向けた取組、

移住体験プログラム等を実施

三重県、和歌山県と協働し、紀伊半島の移住・定住施策における連携を

紀 伊 半 島 移 住 強化するため、首都圏において合同移住フェアを開催
4,454

プロモーション事業 開 催 日 平成30年12月15日、平成31年３月９日

来場者数 81名

南部・東部地域の玄関口である奥大和移住定住交流センター（ｅｎｇａ

ｗａ）に移住定住希望者の相談・要望に対応する「移住コンシェルジュ」

を配置 ２名
ふるさと創生協力隊等

5,673 地域食材を活用した食のプロモーション活動のため、キッチンカーの管
設 置 ・ 支 援 事 業

理運用担当者を配置 １名

県が設置したふるさと復興協力隊の起業に要する経費を補助

（1,000千円／名）

180 地 域 政 策 費 1,307,666 909,964 地域性を活かした、にぎわいのある、くらしやすいまちづくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

エ ネ ル ギ ー ・ 国 731,502
事 業 名 金 額 内 容

土地水資源調整課 手 16

諸 946 千円 簡易水道等整備推進事業 128,381千円

㊀ 177,500 市町村が整備する簡易水道事業等の公債費に対し補助

前年度繰越分 前年度繰越分 補 助 先 桜井市外14市町村 事業数 26事業

155,240 152,130 補 助 率 過疎・辺地 16％ その他 20％

当該年度分 当該年度分 補助方法 事業実施翌年度から10年分割補助
簡 易 水 道 等

1,152,426 757,834 131,662 簡易水道事業等災害復旧事業助成交付金 3,281千円
整 備 推 進 事 業

翌年度へ繰越 紀伊半島大水害の簡易水道施設等災害復旧事業の公債費に対し補助

260,876 補 助 先 五條市外６市村 事業数 18事業

補 助 率 補助災害復旧事業 15～25％

単独災害復旧事業 42.5％、50％

補助方法 事業実施翌年度から10年分割補助

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 奥大和地域で住民が参画して開催される、地域の自然環境等を活かした
奥 大 和 の 特 色 を

新たなイベントの実施に対し補助
活 か し た イ ベ ン ト 1,000

補助先 大和高原トレッキング＆ネイチャーガイド協会、吉野山観光
支 援 事 業

協会

近畿日本鉄道株式会社と連携して、奥大和地域の魅力を発信する旅行商

近 鉄 と 連 携 し た 品を造成し、ＰＲ
10,000

奥大和の魅力発信事業 夏季２コース（計13名参加）、冬季２コース（計17名参加）

近畿日本鉄道株式会社の144駅で、ポスター掲示等の情報発信

中学・高校生向け選抜柔道大会「シダースーパーカップ柔道大会」を開催

奥 大 和 ス ポ ー ツ の 開 催 日 平成30年９月16日
2,325

メ ッ カ づ く り 事 業 会 場 五條市上野公園総合体育館

来場者数 約1,200名

２ 住み続けられる地域づくり

（１）働きやすくする 20,173千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 奥大和地域への移住・定住を促進するため、魅力ある仕事づくりを推進

「奥大和仕事づくり推進隊」を採用 ３名

奥大和地域で起業を目指す人材の育成支援

奥大和アカデミーの開催

開 催 日 平成30年６月９日、６月23日、６月24日、７月21日、

奥 大 和 雇 用 創 造 ８月25日、９月８日、10月13日
18,325

促 進 事 業 場 所 名古屋市、天川村

受講者数 11名

奥大和の商品の海外販売向けデザインの制作を通じた、海外デザイナー

との連携による販路開拓支援の実施

ＤＥＳＩＧＮ ＣＡＭＰ＠奥大和の開催

開催日 平成30年８月22日～29日

奥大和地域内におけるコミュニティナースの育成

奥大和コミュニティナース養成講座の開催

コミュニティナース 開 催 日 平成30年11月３日・４日、23日～25日
1,848

育 成 事 業 場 所 座学 帝塚山大学

フィールドワーク 五條市、十津川村

受講者数 14名

－25－



（２）移り住んでもらう 23,028千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 移住情報発信事業

移住サイト「奈良に暮らす」のリニューアル

奥大和移住定住交流センター運営事業

移住者の交流等の拠点である奧大和移住定住交流センタ－（ｅｎｇａ

ｗａ）に移住・定住相談員を配置

地域受入協議会支援事業
奥 大 和 移 住 ・ 定 住

12,901 地域受入協議会が行う移住・定住、二地域居住を促進するための取組
促 進 事 業

に対し補助

補助先 ４団体

奥大和移住・定住連携協議会運営事業

県と奥大和地域19市町村で構成する「奥大和移住・定住連携協議会」

において、移住情報の発信や各市町村の相談窓口の充実に向けた取組、

移住体験プログラム等を実施

三重県、和歌山県と協働し、紀伊半島の移住・定住施策における連携を

紀 伊 半 島 移 住 強化するため、首都圏において合同移住フェアを開催
4,454

プロモーション事業 開 催 日 平成30年12月15日、平成31年３月９日

来場者数 81名

南部・東部地域の玄関口である奥大和移住定住交流センター（ｅｎｇａ

ｗａ）に移住定住希望者の相談・要望に対応する「移住コンシェルジュ」

を配置 ２名
ふるさと創生協力隊等

5,673 地域食材を活用した食のプロモーション活動のため、キッチンカーの管
設 置 ・ 支 援 事 業

理運用担当者を配置 １名

県が設置したふるさと復興協力隊の起業に要する経費を補助

（1,000千円／名）

180 地 域 政 策 費 1,307,666 909,964 地域性を活かした、にぎわいのある、くらしやすいまちづくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

エ ネ ル ギ ー ・ 国 731,502
事 業 名 金 額 内 容

土地水資源調整課 手 16

諸 946 千円 簡易水道等整備推進事業 128,381千円

㊀ 177,500 市町村が整備する簡易水道事業等の公債費に対し補助

前年度繰越分 前年度繰越分 補 助 先 桜井市外14市町村 事業数 26事業

155,240 152,130 補 助 率 過疎・辺地 16％ その他 20％

当該年度分 当該年度分 補助方法 事業実施翌年度から10年分割補助
簡 易 水 道 等

1,152,426 757,834 131,662 簡易水道事業等災害復旧事業助成交付金 3,281千円
整 備 推 進 事 業

翌年度へ繰越 紀伊半島大水害の簡易水道施設等災害復旧事業の公債費に対し補助

260,876 補 助 先 五條市外６市村 事業数 18事業

補 助 率 補助災害復旧事業 15～25％

単独災害復旧事業 42.5％、50％

補助方法 事業実施翌年度から10年分割補助

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 奥大和地域で住民が参画して開催される、地域の自然環境等を活かした
奥 大 和 の 特 色 を

新たなイベントの実施に対し補助
活 か し た イ ベ ン ト 1,000

補助先 大和高原トレッキング＆ネイチャーガイド協会、吉野山観光
支 援 事 業

協会

近畿日本鉄道株式会社と連携して、奥大和地域の魅力を発信する旅行商

近 鉄 と 連 携 し た 品を造成し、ＰＲ
10,000

奥大和の魅力発信事業 夏季２コース（計13名参加）、冬季２コース（計17名参加）

近畿日本鉄道株式会社の144駅で、ポスター掲示等の情報発信

中学・高校生向け選抜柔道大会「シダースーパーカップ柔道大会」を開催

奥 大 和 ス ポ ー ツ の 開 催 日 平成30年９月16日
2,325

メ ッ カ づ く り 事 業 会 場 五條市上野公園総合体育館

来場者数 約1,200名

２ 住み続けられる地域づくり

（１）働きやすくする 20,173千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 奥大和地域への移住・定住を促進するため、魅力ある仕事づくりを推進

「奥大和仕事づくり推進隊」を採用 ３名

奥大和地域で起業を目指す人材の育成支援

奥大和アカデミーの開催

開 催 日 平成30年６月９日、６月23日、６月24日、７月21日、

奥 大 和 雇 用 創 造 ８月25日、９月８日、10月13日
18,325

促 進 事 業 場 所 名古屋市、天川村

受講者数 11名

奥大和の商品の海外販売向けデザインの制作を通じた、海外デザイナー

との連携による販路開拓支援の実施

ＤＥＳＩＧＮ ＣＡＭＰ＠奥大和の開催

開催日 平成30年８月22日～29日

奥大和地域内におけるコミュニティナースの育成

奥大和コミュニティナース養成講座の開催

コミュニティナース 開 催 日 平成30年11月３日・４日、23日～25日
1,848

育 成 事 業 場 所 座学 帝塚山大学

フィールドワーク 五條市、十津川村

受講者数 14名

地 域 振 興 費
－24－

（２）移り住んでもらう 23,028千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 移住情報発信事業

移住サイト「奈良に暮らす」のリニューアル

奥大和移住定住交流センター運営事業

移住者の交流等の拠点である奧大和移住定住交流センタ－（ｅｎｇａ

ｗａ）に移住・定住相談員を配置

地域受入協議会支援事業
奥 大 和 移 住 ・ 定 住

12,901 地域受入協議会が行う移住・定住、二地域居住を促進するための取組
促 進 事 業

に対し補助

補助先 ４団体

奥大和移住・定住連携協議会運営事業

県と奥大和地域19市町村で構成する「奥大和移住・定住連携協議会」

において、移住情報の発信や各市町村の相談窓口の充実に向けた取組、

移住体験プログラム等を実施

三重県、和歌山県と協働し、紀伊半島の移住・定住施策における連携を

紀 伊 半 島 移 住 強化するため、首都圏において合同移住フェアを開催
4,454

プロモーション事業 開 催 日 平成30年12月15日、平成31年３月９日

来場者数 81名

南部・東部地域の玄関口である奥大和移住定住交流センター（ｅｎｇａ

ｗａ）に移住定住希望者の相談・要望に対応する「移住コンシェルジュ」

を配置 ２名
ふるさと創生協力隊等

5,673 地域食材を活用した食のプロモーション活動のため、キッチンカーの管
設 置 ・ 支 援 事 業

理運用担当者を配置 １名

県が設置したふるさと復興協力隊の起業に要する経費を補助

（1,000千円／名）

180 地 域 政 策 費 1,307,666 909,964 地域性を活かした、にぎわいのある、くらしやすいまちづくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

エ ネ ル ギ ー ・ 国 731,502
事 業 名 金 額 内 容

土地水資源調整課 手 16

諸 946 千円 簡易水道等整備推進事業 128,381千円

㊀ 177,500 市町村が整備する簡易水道事業等の公債費に対し補助

前年度繰越分 前年度繰越分 補 助 先 桜井市外14市町村 事業数 26事業

155,240 152,130 補 助 率 過疎・辺地 16％ その他 20％

当該年度分 当該年度分 補助方法 事業実施翌年度から10年分割補助
簡 易 水 道 等

1,152,426 757,834 131,662 簡易水道事業等災害復旧事業助成交付金 3,281千円
整 備 推 進 事 業

翌年度へ繰越 紀伊半島大水害の簡易水道施設等災害復旧事業の公債費に対し補助

260,876 補 助 先 五條市外６市村 事業数 18事業

補 助 率 補助災害復旧事業 15～25％

単独災害復旧事業 42.5％、50％

補助方法 事業実施翌年度から10年分割補助

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 奥大和地域で住民が参画して開催される、地域の自然環境等を活かした
奥 大 和 の 特 色 を

新たなイベントの実施に対し補助
活 か し た イ ベ ン ト 1,000

補助先 大和高原トレッキング＆ネイチャーガイド協会、吉野山観光
支 援 事 業

協会

近畿日本鉄道株式会社と連携して、奥大和地域の魅力を発信する旅行商

近 鉄 と 連 携 し た 品を造成し、ＰＲ
10,000

奥大和の魅力発信事業 夏季２コース（計13名参加）、冬季２コース（計17名参加）

近畿日本鉄道株式会社の144駅で、ポスター掲示等の情報発信

中学・高校生向け選抜柔道大会「シダースーパーカップ柔道大会」を開催

奥 大 和 ス ポ ー ツ の 開 催 日 平成30年９月16日
2,325

メ ッ カ づ く り 事 業 会 場 五條市上野公園総合体育館

来場者数 約1,200名

２ 住み続けられる地域づくり

（１）働きやすくする 20,173千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 奥大和地域への移住・定住を促進するため、魅力ある仕事づくりを推進

「奥大和仕事づくり推進隊」を採用 ３名

奥大和地域で起業を目指す人材の育成支援

奥大和アカデミーの開催

開 催 日 平成30年６月９日、６月23日、６月24日、７月21日、

奥 大 和 雇 用 創 造 ８月25日、９月８日、10月13日
18,325

促 進 事 業 場 所 名古屋市、天川村

受講者数 11名

奥大和の商品の海外販売向けデザインの制作を通じた、海外デザイナー

との連携による販路開拓支援の実施

ＤＥＳＩＧＮ ＣＡＭＰ＠奥大和の開催

開催日 平成30年８月22日～29日

奥大和地域内におけるコミュニティナースの育成

奥大和コミュニティナース養成講座の開催

コミュニティナース 開 催 日 平成30年11月３日・４日、23日～25日
1,848

育 成 事 業 場 所 座学 帝塚山大学

フィールドワーク 五條市、十津川村

受講者数 14名

－25－



住宅への創エネ・蓄エネ設備の普及を促進するため、設置経費の一部に

対し補助

住宅用太陽光発電システムと併せた設備

蓄電池、電気自動車充給電設備、家庭用燃料電池（エネファーム）
ス マ ー ト ハ ウ ス

7,800 太陽熱利用システム
普 及 促 進 事 業

自然循環型、強制循環型

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

スマートハウス普及促進事業利用者数

（名） 344 346 128

地域の公民館等の小規模な避難所における、災害時に必要な電力等を自
ＥＶ・ＬＰガス発電を

給するための設備導入に対し補助
活用した避難所への 1,430

ＬＰガス発電設備、非常用照明機器
電 力 供 給 事 業

補助先 野迫川村

182 うだ・アニマルパーク費 119,991 107,491 すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(南 部 東 部 振 興 課) 国 1,051 規範意識・社会性の向上

使 161
事 業 名 金 額 内 容

諸 281

㊀ 105,998 千円 動物の愛護の精神に基づく「いのちの教育」モデル事業等の展開

「いのちの教育」研修会・講演会・イベントの開催 12回
「 い の ち の 教 育 」

9,009 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
展 開 事 業

「いのちの教育」小学生プログラム実施校

数（校） 48 60 64

頻繁に訪れてもらえる、住み続けられる南部地域・東部地域の振興［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

観光・交流の促進 11,096千円

事 業 名 金 額 内 容

「 う だ 」 の 魅 力 千円 うだ・アニマルパークを拠点とした「うだ」の魅力を発信
2,103

発 信 事 業 シンボルイベントの実施 参加者数 3,380名

うだ・アニマルパーク 周辺道路の渋滞解消のため、宇陀市が実施するうだ・アニマルパーク周
8,993

周 辺 環 境 整 備 事 業 辺の市道整備に対し補助

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

地域防災力・消防救急体制の充実と犯罪・交通事故抑止対策の推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

事 業 名 金 額 内 容

千円 水道事業体が行う水道施設等の耐震化整備や広域化施設整備等に対し補

助
水 道 施 設 等

726,463 補助先 天理市外15市町村及び県水道局
耐 震 化 等 事 業

事業数 25事業

補助率 1／2、4／10、1／3、1／4

「奈良モデル」に基づく市町村との協働まちづくり、市町村支援による行政効率化

［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

事 業 名 金 額 内 容

千円 市町村との協議の場である、県域水道一体化検討会の設立

新県域水道ビジョンの策定

県、磯城郡３町、（一財）地方自治研究機構による、経営統合に向けた

共同研究の実施
県 域 水 道 一 体 化

9,200 簡易水道エリアにおける「奈良県簡易水道広域連携推進研究会」の開催
推 進 事 業

及び共同管理手法の検討の開始

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

県域水道ファシリティマネジメント参加市

町村数（市町村） 29 32 39

182 エ ネ ル ギ ー 政 策 費 171,017 122,233 分散型エネルギー政策の推進と地域へのエネルギーの安定供給［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

エ ネ ル ギ ー ・ 手 2,682 14,476千円

土地水資源調整課 諸 714
事 業 名 金 額 内 容

㊀ 118,837
千円 事業所省エネ推進事業補助金

県内の中小企業者等が実施する省エネ・節電に効果があると認められ

る設備改修等に対し補助

補助先 （有）野の花

エネルギービジョン 次世代エネルギーの普及啓発
5,246

推 進 事 業 小学生を対象とした次世代エネルギーに関する啓発教室を開催

開催日 平成30年７月28日 開催地 奈良市 参加人数 54名

開催日 平成30年８月５日 開催地 橿原市 参加人数 41名

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

平成26年度比の県内の使用電力量（％） 97.2 97.4 93.4

地 域 振 興 費
－26－

住宅への創エネ・蓄エネ設備の普及を促進するため、設置経費の一部に

対し補助

住宅用太陽光発電システムと併せた設備

蓄電池、電気自動車充給電設備、家庭用燃料電池（エネファーム）
ス マ ー ト ハ ウ ス

7,800 太陽熱利用システム
普 及 促 進 事 業

自然循環型、強制循環型

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

スマートハウス普及促進事業利用者数

（名） 344 346 128

地域の公民館等の小規模な避難所における、災害時に必要な電力等を自
ＥＶ・ＬＰガス発電を

給するための設備導入に対し補助
活用した避難所への 1,430

ＬＰガス発電設備、非常用照明機器
電 力 供 給 事 業

補助先 野迫川村

182 うだ・アニマルパーク費 119,991 107,491 すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(南 部 東 部 振 興 課) 国 1,051 規範意識・社会性の向上

使 161
事 業 名 金 額 内 容

諸 281

㊀ 105,998 千円 動物の愛護の精神に基づく「いのちの教育」モデル事業等の展開

「いのちの教育」研修会・講演会・イベントの開催 12回
「 い の ち の 教 育 」

9,009 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
展 開 事 業

「いのちの教育」小学生プログラム実施校

数（校） 48 60 64

頻繁に訪れてもらえる、住み続けられる南部地域・東部地域の振興［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

観光・交流の促進 11,096千円

事 業 名 金 額 内 容

「 う だ 」 の 魅 力 千円 うだ・アニマルパークを拠点とした「うだ」の魅力を発信
2,103

発 信 事 業 シンボルイベントの実施 参加者数 3,380名

うだ・アニマルパーク 周辺道路の渋滞解消のため、宇陀市が実施するうだ・アニマルパーク周
8,993

周 辺 環 境 整 備 事 業 辺の市道整備に対し補助

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

地域防災力・消防救急体制の充実と犯罪・交通事故抑止対策の推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

事 業 名 金 額 内 容

千円 水道事業体が行う水道施設等の耐震化整備や広域化施設整備等に対し補

助
水 道 施 設 等

726,463 補助先 天理市外15市町村及び県水道局
耐 震 化 等 事 業

事業数 25事業

補助率 1／2、4／10、1／3、1／4

「奈良モデル」に基づく市町村との協働まちづくり、市町村支援による行政効率化

［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

事 業 名 金 額 内 容

千円 市町村との協議の場である、県域水道一体化検討会の設立

新県域水道ビジョンの策定

県、磯城郡３町、（一財）地方自治研究機構による、経営統合に向けた

共同研究の実施
県 域 水 道 一 体 化

9,200 簡易水道エリアにおける「奈良県簡易水道広域連携推進研究会」の開催
推 進 事 業

及び共同管理手法の検討の開始

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

県域水道ファシリティマネジメント参加市

町村数（市町村） 29 32 39

182 エ ネ ル ギ ー 政 策 費 171,017 122,233 分散型エネルギー政策の推進と地域へのエネルギーの安定供給［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

エ ネ ル ギ ー ・ 手 2,682 14,476千円

土地水資源調整課 諸 714
事 業 名 金 額 内 容

㊀ 118,837
千円 事業所省エネ推進事業補助金

県内の中小企業者等が実施する省エネ・節電に効果があると認められ

る設備改修等に対し補助

補助先 （有）野の花

エネルギービジョン 次世代エネルギーの普及啓発
5,246

推 進 事 業 小学生を対象とした次世代エネルギーに関する啓発教室を開催

開催日 平成30年７月28日 開催地 奈良市 参加人数 54名

開催日 平成30年８月５日 開催地 橿原市 参加人数 41名

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

平成26年度比の県内の使用電力量（％） 97.2 97.4 93.4

－27－



住宅への創エネ・蓄エネ設備の普及を促進するため、設置経費の一部に

対し補助

住宅用太陽光発電システムと併せた設備

蓄電池、電気自動車充給電設備、家庭用燃料電池（エネファーム）
ス マ ー ト ハ ウ ス

7,800 太陽熱利用システム
普 及 促 進 事 業

自然循環型、強制循環型

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

スマートハウス普及促進事業利用者数

（名） 344 346 128

地域の公民館等の小規模な避難所における、災害時に必要な電力等を自
ＥＶ・ＬＰガス発電を

給するための設備導入に対し補助
活用した避難所への 1,430

ＬＰガス発電設備、非常用照明機器
電 力 供 給 事 業

補助先 野迫川村

182 うだ・アニマルパーク費 119,991 107,491 すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(南 部 東 部 振 興 課) 国 1,051 規範意識・社会性の向上

使 161
事 業 名 金 額 内 容

諸 281

㊀ 105,998 千円 動物の愛護の精神に基づく「いのちの教育」モデル事業等の展開

「いのちの教育」研修会・講演会・イベントの開催 12回
「 い の ち の 教 育 」

9,009 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
展 開 事 業

「いのちの教育」小学生プログラム実施校

数（校） 48 60 64

頻繁に訪れてもらえる、住み続けられる南部地域・東部地域の振興［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

観光・交流の促進 11,096千円

事 業 名 金 額 内 容

「 う だ 」 の 魅 力 千円 うだ・アニマルパークを拠点とした「うだ」の魅力を発信
2,103

発 信 事 業 シンボルイベントの実施 参加者数 3,380名

うだ・アニマルパーク 周辺道路の渋滞解消のため、宇陀市が実施するうだ・アニマルパーク周
8,993

周 辺 環 境 整 備 事 業 辺の市道整備に対し補助

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

地域防災力・消防救急体制の充実と犯罪・交通事故抑止対策の推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

事 業 名 金 額 内 容

千円 水道事業体が行う水道施設等の耐震化整備や広域化施設整備等に対し補

助
水 道 施 設 等

726,463 補助先 天理市外15市町村及び県水道局
耐 震 化 等 事 業

事業数 25事業

補助率 1／2、4／10、1／3、1／4

「奈良モデル」に基づく市町村との協働まちづくり、市町村支援による行政効率化

［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

事 業 名 金 額 内 容

千円 市町村との協議の場である、県域水道一体化検討会の設立

新県域水道ビジョンの策定

県、磯城郡３町、（一財）地方自治研究機構による、経営統合に向けた

共同研究の実施
県 域 水 道 一 体 化

9,200 簡易水道エリアにおける「奈良県簡易水道広域連携推進研究会」の開催
推 進 事 業

及び共同管理手法の検討の開始

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

県域水道ファシリティマネジメント参加市

町村数（市町村） 29 32 39

182 エ ネ ル ギ ー 政 策 費 171,017 122,233 分散型エネルギー政策の推進と地域へのエネルギーの安定供給［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

エ ネ ル ギ ー ・ 手 2,682 14,476千円

土地水資源調整課 諸 714
事 業 名 金 額 内 容

㊀ 118,837
千円 事業所省エネ推進事業補助金

県内の中小企業者等が実施する省エネ・節電に効果があると認められ

る設備改修等に対し補助

補助先 （有）野の花

エネルギービジョン 次世代エネルギーの普及啓発
5,246

推 進 事 業 小学生を対象とした次世代エネルギーに関する啓発教室を開催

開催日 平成30年７月28日 開催地 奈良市 参加人数 54名

開催日 平成30年８月５日 開催地 橿原市 参加人数 41名

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

平成26年度比の県内の使用電力量（％） 97.2 97.4 93.4

地 域 振 興 費
－26－

住宅への創エネ・蓄エネ設備の普及を促進するため、設置経費の一部に

対し補助

住宅用太陽光発電システムと併せた設備

蓄電池、電気自動車充給電設備、家庭用燃料電池（エネファーム）
ス マ ー ト ハ ウ ス

7,800 太陽熱利用システム
普 及 促 進 事 業

自然循環型、強制循環型

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

スマートハウス普及促進事業利用者数

（名） 344 346 128

地域の公民館等の小規模な避難所における、災害時に必要な電力等を自
ＥＶ・ＬＰガス発電を

給するための設備導入に対し補助
活用した避難所への 1,430

ＬＰガス発電設備、非常用照明機器
電 力 供 給 事 業

補助先 野迫川村

182 うだ・アニマルパーク費 119,991 107,491 すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(南 部 東 部 振 興 課) 国 1,051 規範意識・社会性の向上

使 161
事 業 名 金 額 内 容

諸 281

㊀ 105,998 千円 動物の愛護の精神に基づく「いのちの教育」モデル事業等の展開

「いのちの教育」研修会・講演会・イベントの開催 12回
「 い の ち の 教 育 」

9,009 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
展 開 事 業

「いのちの教育」小学生プログラム実施校

数（校） 48 60 64

頻繁に訪れてもらえる、住み続けられる南部地域・東部地域の振興［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

観光・交流の促進 11,096千円

事 業 名 金 額 内 容

「 う だ 」 の 魅 力 千円 うだ・アニマルパークを拠点とした「うだ」の魅力を発信
2,103

発 信 事 業 シンボルイベントの実施 参加者数 3,380名

うだ・アニマルパーク 周辺道路の渋滞解消のため、宇陀市が実施するうだ・アニマルパーク周
8,993

周 辺 環 境 整 備 事 業 辺の市道整備に対し補助

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

地域防災力・消防救急体制の充実と犯罪・交通事故抑止対策の推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

事 業 名 金 額 内 容

千円 水道事業体が行う水道施設等の耐震化整備や広域化施設整備等に対し補

助
水 道 施 設 等

726,463 補助先 天理市外15市町村及び県水道局
耐 震 化 等 事 業

事業数 25事業

補助率 1／2、4／10、1／3、1／4

「奈良モデル」に基づく市町村との協働まちづくり、市町村支援による行政効率化

［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

事 業 名 金 額 内 容

千円 市町村との協議の場である、県域水道一体化検討会の設立

新県域水道ビジョンの策定

県、磯城郡３町、（一財）地方自治研究機構による、経営統合に向けた

共同研究の実施
県 域 水 道 一 体 化

9,200 簡易水道エリアにおける「奈良県簡易水道広域連携推進研究会」の開催
推 進 事 業

及び共同管理手法の検討の開始

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

県域水道ファシリティマネジメント参加市

町村数（市町村） 29 32 39

182 エ ネ ル ギ ー 政 策 費 171,017 122,233 分散型エネルギー政策の推進と地域へのエネルギーの安定供給［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

エ ネ ル ギ ー ・ 手 2,682 14,476千円

土地水資源調整課 諸 714
事 業 名 金 額 内 容

㊀ 118,837
千円 事業所省エネ推進事業補助金

県内の中小企業者等が実施する省エネ・節電に効果があると認められ

る設備改修等に対し補助

補助先 （有）野の花

エネルギービジョン 次世代エネルギーの普及啓発
5,246

推 進 事 業 小学生を対象とした次世代エネルギーに関する啓発教室を開催

開催日 平成30年７月28日 開催地 奈良市 参加人数 54名

開催日 平成30年８月５日 開催地 橿原市 参加人数 41名

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

平成26年度比の県内の使用電力量（％） 97.2 97.4 93.4

－27－



市町村職員の行政遂行能力の向上を図るため、実務研修等を実施
市町村職員行政遂行

847 市町村職員実務研修の実施 受入人数 18名
能 力 向 上 支 援 事 業

県・市町村相互派遣研修の実施 派遣人数 各９名

市町村が行う人口減少対策等への取組を支援

県・市町村地方創生連携会議の開催 ２回
市 町 村 地 方 創 生

1,690 「地方創生フォーラムｉｎ奈良」の開催
支 援 事 業

開催日 平成30年10月26日

会 場 橿原文化会館 参加者数 250名

186 文 化 振 興 費 238,836 227,588 質の高いイベントの実施と県の文化力の向上［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(文 化 振 興 課) 国 8,154 １ 文化芸術イベントの開催 209,374千円

財 277
事 業 名 金 額 内 容

諸 4,063

㊀ 215,094 千円 県内で行われる文化芸術活動をより魅力的なものとし、さらなる県民の

参加を図るため、「文化の力で奈良を元気に」をテーマに開催

開催期間 平成30年９月１日～11月30日

県大芸術祭参加事業の広報

奈良県大芸術祭・奈 公式ガイドブック（奈良県大芸祭・障芸祭ウォーカー）、「奈良県大

良県障害者大芸術祭 75,774 芸術祭・障害者大芸術祭」ホームページ、ポスター等に開催情報を掲

開 催 事 業 載

イベントの実施

まちなかアート、フォーラムＮＡＲＡ等

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

参加催事数（件） 760 808 714

文化芸術活動の活性化を図るとともに誘客を促進するため、全国から高

い注目を集める音楽祭を開催

ム ジ ー ク フ ェ ス ト 開催日 平成30年５月７日～６月３日
133,600

なら2 0 1 8開催事業 場 所 県内社寺、春日野園地等138会場 公演数 300公演

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

来場者数（名） 112,000 124,000 129,000

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

184 市 町 村 振 興 費 3,478,965 2,831,046 「奈良モデル」に基づく市町村との協働まちづくり、市町村支援による行政効率化

(市 町 村 振 興 課) 国 450 ［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

手 2 １ 奈良モデルの推進 21,084千円

財 11,876
事 業 名 金 額 内 容

諸 1,922,055

㊀ 896,663 千円 市町村を取り巻く課題について、知事と県内市町村長が定期的に意見交

換を実施

奈良県・市町村長サミットの開催 ４回

「 奈 良 モ デ ル 」 県民等に奈良モデルの取組について情報提供を行うため、ジャーナルを
2,757

推 進 事 業 発行

発行回数 １回（第５号）

発行部数 50,000部

配 布 先 市町村、関係機関等

県と市町村の連携・協働の仕組み（奈良モデル）を推進するため、新た

「 奈 良 モ デ ル 」 に広域連携に取り組む市町村等に対し補助
11,430

推 進 補 助 金 補助率 1／2

補助先 山添村、曽爾村、黒滝村、野迫川村、下北山村、川上村

市町村税の滞納者に対し、電話による納付の呼びかけを行う市町村税納

税促進コールセンターを、県とモデル市町が協働で設置

市 町 村 税 税 収 架電件数 8,336件
6,897

確 保 強 化 事 業 納付済額 22,863千円

モデル市町 大和高田市、五條市、葛城市、宇陀市、三郷町、斑鳩町、

上牧町

２ 行政経営向上への取組支援 488,537千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 市町村が住民福祉の増進を図るために行う事業に対し貸付け

貸付期間 15年（うち据置期間１年）以内
市 町 村 振 興 資 金

486,000 利 率 財政融資資金利率、財政融資資金利率×1／2
貸 付 事 業

償還方法 元金均等年賦償還

貸 付 先 奈良市、大和郡山市、桜井市、香芝市、河合町

地 域 振 興 費
－28－

市町村職員の行政遂行能力の向上を図るため、実務研修等を実施
市町村職員行政遂行

847 市町村職員実務研修の実施 受入人数 18名
能 力 向 上 支 援 事 業

県・市町村相互派遣研修の実施 派遣人数 各９名

市町村が行う人口減少対策等への取組を支援

県・市町村地方創生連携会議の開催 ２回
市 町 村 地 方 創 生

1,690 「地方創生フォーラムｉｎ奈良」の開催
支 援 事 業

開催日 平成30年10月26日

会 場 橿原文化会館 参加者数 250名

186 文 化 振 興 費 238,836 227,588 質の高いイベントの実施と県の文化力の向上［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(文 化 振 興 課) 国 8,154 １ 文化芸術イベントの開催 209,374千円

財 277
事 業 名 金 額 内 容

諸 4,063

㊀ 215,094 千円 県内で行われる文化芸術活動をより魅力的なものとし、さらなる県民の

参加を図るため、「文化の力で奈良を元気に」をテーマに開催

開催期間 平成30年９月１日～11月30日

県大芸術祭参加事業の広報

奈良県大芸術祭・奈 公式ガイドブック（奈良県大芸祭・障芸祭ウォーカー）、「奈良県大

良県障害者大芸術祭 75,774 芸術祭・障害者大芸術祭」ホームページ、ポスター等に開催情報を掲

開 催 事 業 載

イベントの実施

まちなかアート、フォーラムＮＡＲＡ等

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

参加催事数（件） 760 808 714

文化芸術活動の活性化を図るとともに誘客を促進するため、全国から高

い注目を集める音楽祭を開催

ム ジ ー ク フ ェ ス ト 開催日 平成30年５月７日～６月３日
133,600

なら2 0 1 8開催事業 場 所 県内社寺、春日野園地等138会場 公演数 300公演

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

来場者数（名） 112,000 124,000 129,000

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

184 市 町 村 振 興 費 3,478,965 2,831,046 「奈良モデル」に基づく市町村との協働まちづくり、市町村支援による行政効率化

(市 町 村 振 興 課) 国 450 ［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

手 2 １ 奈良モデルの推進 21,084千円

財 11,876
事 業 名 金 額 内 容

諸 1,922,055

㊀ 896,663 千円 市町村を取り巻く課題について、知事と県内市町村長が定期的に意見交

換を実施

奈良県・市町村長サミットの開催 ４回

「 奈 良 モ デ ル 」 県民等に奈良モデルの取組について情報提供を行うため、ジャーナルを
2,757

推 進 事 業 発行

発行回数 １回（第５号）

発行部数 50,000部

配 布 先 市町村、関係機関等

県と市町村の連携・協働の仕組み（奈良モデル）を推進するため、新た

「 奈 良 モ デ ル 」 に広域連携に取り組む市町村等に対し補助
11,430

推 進 補 助 金 補助率 1／2

補助先 山添村、曽爾村、黒滝村、野迫川村、下北山村、川上村

市町村税の滞納者に対し、電話による納付の呼びかけを行う市町村税納

税促進コールセンターを、県とモデル市町が協働で設置

市 町 村 税 税 収 架電件数 8,336件
6,897

確 保 強 化 事 業 納付済額 22,863千円

モデル市町 大和高田市、五條市、葛城市、宇陀市、三郷町、斑鳩町、

上牧町

２ 行政経営向上への取組支援 488,537千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 市町村が住民福祉の増進を図るために行う事業に対し貸付け

貸付期間 15年（うち据置期間１年）以内
市 町 村 振 興 資 金

486,000 利 率 財政融資資金利率、財政融資資金利率×1／2
貸 付 事 業

償還方法 元金均等年賦償還

貸 付 先 奈良市、大和郡山市、桜井市、香芝市、河合町

－29－



市町村職員の行政遂行能力の向上を図るため、実務研修等を実施
市町村職員行政遂行

847 市町村職員実務研修の実施 受入人数 18名
能 力 向 上 支 援 事 業

県・市町村相互派遣研修の実施 派遣人数 各９名

市町村が行う人口減少対策等への取組を支援

県・市町村地方創生連携会議の開催 ２回
市 町 村 地 方 創 生

1,690 「地方創生フォーラムｉｎ奈良」の開催
支 援 事 業

開催日 平成30年10月26日

会 場 橿原文化会館 参加者数 250名

186 文 化 振 興 費 238,836 227,588 質の高いイベントの実施と県の文化力の向上［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(文 化 振 興 課) 国 8,154 １ 文化芸術イベントの開催 209,374千円

財 277
事 業 名 金 額 内 容

諸 4,063

㊀ 215,094 千円 県内で行われる文化芸術活動をより魅力的なものとし、さらなる県民の

参加を図るため、「文化の力で奈良を元気に」をテーマに開催

開催期間 平成30年９月１日～11月30日

県大芸術祭参加事業の広報

奈良県大芸術祭・奈 公式ガイドブック（奈良県大芸祭・障芸祭ウォーカー）、「奈良県大

良県障害者大芸術祭 75,774 芸術祭・障害者大芸術祭」ホームページ、ポスター等に開催情報を掲

開 催 事 業 載

イベントの実施

まちなかアート、フォーラムＮＡＲＡ等

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

参加催事数（件） 760 808 714

文化芸術活動の活性化を図るとともに誘客を促進するため、全国から高

い注目を集める音楽祭を開催

ム ジ ー ク フ ェ ス ト 開催日 平成30年５月７日～６月３日
133,600

なら2 0 1 8開催事業 場 所 県内社寺、春日野園地等138会場 公演数 300公演

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

来場者数（名） 112,000 124,000 129,000

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

184 市 町 村 振 興 費 3,478,965 2,831,046 「奈良モデル」に基づく市町村との協働まちづくり、市町村支援による行政効率化

(市 町 村 振 興 課) 国 450 ［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

手 2 １ 奈良モデルの推進 21,084千円

財 11,876
事 業 名 金 額 内 容

諸 1,922,055

㊀ 896,663 千円 市町村を取り巻く課題について、知事と県内市町村長が定期的に意見交

換を実施

奈良県・市町村長サミットの開催 ４回

「 奈 良 モ デ ル 」 県民等に奈良モデルの取組について情報提供を行うため、ジャーナルを
2,757

推 進 事 業 発行

発行回数 １回（第５号）

発行部数 50,000部

配 布 先 市町村、関係機関等

県と市町村の連携・協働の仕組み（奈良モデル）を推進するため、新た

「 奈 良 モ デ ル 」 に広域連携に取り組む市町村等に対し補助
11,430

推 進 補 助 金 補助率 1／2

補助先 山添村、曽爾村、黒滝村、野迫川村、下北山村、川上村

市町村税の滞納者に対し、電話による納付の呼びかけを行う市町村税納

税促進コールセンターを、県とモデル市町が協働で設置

市 町 村 税 税 収 架電件数 8,336件
6,897

確 保 強 化 事 業 納付済額 22,863千円

モデル市町 大和高田市、五條市、葛城市、宇陀市、三郷町、斑鳩町、

上牧町

２ 行政経営向上への取組支援 488,537千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 市町村が住民福祉の増進を図るために行う事業に対し貸付け

貸付期間 15年（うち据置期間１年）以内
市 町 村 振 興 資 金

486,000 利 率 財政融資資金利率、財政融資資金利率×1／2
貸 付 事 業

償還方法 元金均等年賦償還

貸 付 先 奈良市、大和郡山市、桜井市、香芝市、河合町

地 域 振 興 費
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市町村職員の行政遂行能力の向上を図るため、実務研修等を実施
市町村職員行政遂行

847 市町村職員実務研修の実施 受入人数 18名
能 力 向 上 支 援 事 業

県・市町村相互派遣研修の実施 派遣人数 各９名

市町村が行う人口減少対策等への取組を支援

県・市町村地方創生連携会議の開催 ２回
市 町 村 地 方 創 生

1,690 「地方創生フォーラムｉｎ奈良」の開催
支 援 事 業

開催日 平成30年10月26日

会 場 橿原文化会館 参加者数 250名

186 文 化 振 興 費 238,836 227,588 質の高いイベントの実施と県の文化力の向上［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(文 化 振 興 課) 国 8,154 １ 文化芸術イベントの開催 209,374千円

財 277
事 業 名 金 額 内 容

諸 4,063

㊀ 215,094 千円 県内で行われる文化芸術活動をより魅力的なものとし、さらなる県民の

参加を図るため、「文化の力で奈良を元気に」をテーマに開催

開催期間 平成30年９月１日～11月30日

県大芸術祭参加事業の広報

奈良県大芸術祭・奈 公式ガイドブック（奈良県大芸祭・障芸祭ウォーカー）、「奈良県大

良県障害者大芸術祭 75,774 芸術祭・障害者大芸術祭」ホームページ、ポスター等に開催情報を掲

開 催 事 業 載

イベントの実施

まちなかアート、フォーラムＮＡＲＡ等

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

参加催事数（件） 760 808 714

文化芸術活動の活性化を図るとともに誘客を促進するため、全国から高

い注目を集める音楽祭を開催

ム ジ ー ク フ ェ ス ト 開催日 平成30年５月７日～６月３日
133,600

なら2 0 1 8開催事業 場 所 県内社寺、春日野園地等138会場 公演数 300公演

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

来場者数（名） 112,000 124,000 129,000

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

184 市 町 村 振 興 費 3,478,965 2,831,046 「奈良モデル」に基づく市町村との協働まちづくり、市町村支援による行政効率化

(市 町 村 振 興 課) 国 450 ［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

手 2 １ 奈良モデルの推進 21,084千円

財 11,876
事 業 名 金 額 内 容

諸 1,922,055

㊀ 896,663 千円 市町村を取り巻く課題について、知事と県内市町村長が定期的に意見交

換を実施

奈良県・市町村長サミットの開催 ４回

「 奈 良 モ デ ル 」 県民等に奈良モデルの取組について情報提供を行うため、ジャーナルを
2,757

推 進 事 業 発行

発行回数 １回（第５号）

発行部数 50,000部

配 布 先 市町村、関係機関等

県と市町村の連携・協働の仕組み（奈良モデル）を推進するため、新た

「 奈 良 モ デ ル 」 に広域連携に取り組む市町村等に対し補助
11,430

推 進 補 助 金 補助率 1／2

補助先 山添村、曽爾村、黒滝村、野迫川村、下北山村、川上村

市町村税の滞納者に対し、電話による納付の呼びかけを行う市町村税納

税促進コールセンターを、県とモデル市町が協働で設置

市 町 村 税 税 収 架電件数 8,336件
6,897

確 保 強 化 事 業 納付済額 22,863千円

モデル市町 大和高田市、五條市、葛城市、宇陀市、三郷町、斑鳩町、

上牧町

２ 行政経営向上への取組支援 488,537千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 市町村が住民福祉の増進を図るために行う事業に対し貸付け

貸付期間 15年（うち据置期間１年）以内
市 町 村 振 興 資 金

486,000 利 率 財政融資資金利率、財政融資資金利率×1／2
貸 付 事 業

償還方法 元金均等年賦償還

貸 付 先 奈良市、大和郡山市、桜井市、香芝市、河合町
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県内古文書等の調査、収集、公開を実施
奈 良 史 料 編 纂 事 業 9,221

「庁中漫録」の翻刻文・解説文の作成、ホームページによる一般公開

文化資源データベース 歴史文化資源のデータベースを更新
13,117

構 築 事 業 データベースの更新、ホームページによる情報発信

明治期の奈良をテーマとした講演会、シンポジウム、展示を実施

講演会、シンポジウム

開 催 日 平成30年12月15日、平成31年１月15日、２月８日

「明治15 0年」関連 場 所 万葉文化館、橿原考古学研究所
11,510

施 策 推 進 事 業 参加者数 572名

展示

開催時期 平成30年７月～12月

場 所 万葉文化館、民俗博物館、図書情報館

聖徳太子没後1400年を迎える2021年に向け、聖徳太子ゆかりの市町村等

と連携した情報発信を実施

聖徳太子の魅力を発信・再発見するシンポジウム（基調講演、パネル

ディスカッション、コンサート）を開催
聖徳太子プロジェクト

7,537 開催日 平成30年12月１日
推 進 事 業

場 所 桜井市民会館

内 容 聖徳太子と海外交流

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

聖徳太子シンポジウム参加者数（名） 480 444 1,056

古代日本の歴史・文化を発信し、奈良の魅力を伝えるための、海外の著

名な美術館における展覧会の開催及び次年度の展覧会開催準備

「古都奈良の祈り」展の開催

会 期 平成31年１月23日～３月18日
奈 良 の 仏 像

場 所 ギメ東洋美術館（フランス・パリ）
海 外 展 示 事 業 118,899

入場者数 約31,900名
[ 一 部 国 際 交 流 ]

イギリス・ロンドン 大英博物館（開催準備）

出陳作品の検討、開催館との調整

第３回企画委員会、第２回推進協議会の開催

開催日 平成30年６月18日

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

２ 文化芸術活動の支援・育成 9,974千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 演奏活動の充実や、一流の音楽家による指導を通じて、未来のトップアー

ティストを育成
県 立 ジ ュ ニ ア

4,369 定期演奏会、ムジークフェストなら等に出演
オーケストラ運営事業

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

成果を披露するコンサート等の機会（回） 5 4 2

県内で文化芸術活動等を行う団体が新たに取り組む次世代育成事業や県

民参加が期待できる事業等に対し補助
未来へつなぐ文化活動

5,605 対象事業 次世代育成、県民参加奨励、文化力強化、文化交流
ステップアップ補助金

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

補助金申請文化芸術団体数（団体） 56 30 11

186 文 化 資 源 活 用 費 519,096 440,697 県内宿泊客増加に向けた観光の振興［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(文 化 資 源 活 用 課) 国 108,590 歴史・文化資源の保存・活用 329,544千円

寄 5,490
事 業 名 金 額 内 容

繰 62,538

越 4,458 千円 文化資源活用補助金

㊀ 259,621 国・県指定文化財の活用に対し補助

前年度繰越分 前年度繰越分 本県ゆかりの奈良時代までの事物及び国の明治150年関連施策に連携

4,458 4,458 した幕末・明治以降の事物に関連する市町村指定文化財等の保存、修

当該年度分 当該年度分 理及び活用に対し補助

514,638 436,239 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

翌年度へ繰越 補助件数（件） 34 34 33

5,800
文化資源整備活用事業 史跡等整備活用補助金

169,260
[ 一 部 ふ る さ と ] 市町村の文化観光戦略等の推進を支援するため、史跡等の積極的な整

備・活用を進める市町村に対し補助

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

補助件数（件） 12 14 15

文化財保存事業費補助金

県指定文化財の保存、修理等に対し補助

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

保存修理実施件数（件） 17 14 12

地 域 振 興 費
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県内古文書等の調査、収集、公開を実施
奈 良 史 料 編 纂 事 業 9,221

「庁中漫録」の翻刻文・解説文の作成、ホームページによる一般公開

文化資源データベース 歴史文化資源のデータベースを更新
13,117

構 築 事 業 データベースの更新、ホームページによる情報発信

明治期の奈良をテーマとした講演会、シンポジウム、展示を実施

講演会、シンポジウム

開 催 日 平成30年12月15日、平成31年１月15日、２月８日

「明治15 0年」関連 場 所 万葉文化館、橿原考古学研究所
11,510

施 策 推 進 事 業 参加者数 572名

展示

開催時期 平成30年７月～12月

場 所 万葉文化館、民俗博物館、図書情報館

聖徳太子没後1400年を迎える2021年に向け、聖徳太子ゆかりの市町村等

と連携した情報発信を実施

聖徳太子の魅力を発信・再発見するシンポジウム（基調講演、パネル

ディスカッション、コンサート）を開催
聖徳太子プロジェクト

7,537 開催日 平成30年12月１日
推 進 事 業

場 所 桜井市民会館

内 容 聖徳太子と海外交流

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

聖徳太子シンポジウム参加者数（名） 480 444 1,056

古代日本の歴史・文化を発信し、奈良の魅力を伝えるための、海外の著

名な美術館における展覧会の開催及び次年度の展覧会開催準備

「古都奈良の祈り」展の開催

会 期 平成31年１月23日～３月18日
奈 良 の 仏 像

場 所 ギメ東洋美術館（フランス・パリ）
海 外 展 示 事 業 118,899

入場者数 約31,900名
[ 一 部 国 際 交 流 ]

イギリス・ロンドン 大英博物館（開催準備）

出陳作品の検討、開催館との調整

第３回企画委員会、第２回推進協議会の開催

開催日 平成30年６月18日

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

２ 文化芸術活動の支援・育成 9,974千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 演奏活動の充実や、一流の音楽家による指導を通じて、未来のトップアー

ティストを育成
県 立 ジ ュ ニ ア

4,369 定期演奏会、ムジークフェストなら等に出演
オーケストラ運営事業

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

成果を披露するコンサート等の機会（回） 5 4 2

県内で文化芸術活動等を行う団体が新たに取り組む次世代育成事業や県

民参加が期待できる事業等に対し補助
未来へつなぐ文化活動

5,605 対象事業 次世代育成、県民参加奨励、文化力強化、文化交流
ステップアップ補助金

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

補助金申請文化芸術団体数（団体） 56 30 11

186 文 化 資 源 活 用 費 519,096 440,697 県内宿泊客増加に向けた観光の振興［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(文 化 資 源 活 用 課) 国 108,590 歴史・文化資源の保存・活用 329,544千円

寄 5,490
事 業 名 金 額 内 容

繰 62,538

越 4,458 千円 文化資源活用補助金

㊀ 259,621 国・県指定文化財の活用に対し補助

前年度繰越分 前年度繰越分 本県ゆかりの奈良時代までの事物及び国の明治150年関連施策に連携

4,458 4,458 した幕末・明治以降の事物に関連する市町村指定文化財等の保存、修

当該年度分 当該年度分 理及び活用に対し補助

514,638 436,239 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

翌年度へ繰越 補助件数（件） 34 34 33

5,800
文化資源整備活用事業 史跡等整備活用補助金

169,260
[ 一 部 ふ る さ と ] 市町村の文化観光戦略等の推進を支援するため、史跡等の積極的な整

備・活用を進める市町村に対し補助

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

補助件数（件） 12 14 15

文化財保存事業費補助金

県指定文化財の保存、修理等に対し補助

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

保存修理実施件数（件） 17 14 12

－31－



県内古文書等の調査、収集、公開を実施
奈 良 史 料 編 纂 事 業 9,221

「庁中漫録」の翻刻文・解説文の作成、ホームページによる一般公開

文化資源データベース 歴史文化資源のデータベースを更新
13,117

構 築 事 業 データベースの更新、ホームページによる情報発信

明治期の奈良をテーマとした講演会、シンポジウム、展示を実施

講演会、シンポジウム

開 催 日 平成30年12月15日、平成31年１月15日、２月８日

「明治15 0年」関連 場 所 万葉文化館、橿原考古学研究所
11,510

施 策 推 進 事 業 参加者数 572名

展示

開催時期 平成30年７月～12月

場 所 万葉文化館、民俗博物館、図書情報館

聖徳太子没後1400年を迎える2021年に向け、聖徳太子ゆかりの市町村等

と連携した情報発信を実施

聖徳太子の魅力を発信・再発見するシンポジウム（基調講演、パネル

ディスカッション、コンサート）を開催
聖徳太子プロジェクト

7,537 開催日 平成30年12月１日
推 進 事 業

場 所 桜井市民会館

内 容 聖徳太子と海外交流

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

聖徳太子シンポジウム参加者数（名） 480 444 1,056

古代日本の歴史・文化を発信し、奈良の魅力を伝えるための、海外の著

名な美術館における展覧会の開催及び次年度の展覧会開催準備

「古都奈良の祈り」展の開催

会 期 平成31年１月23日～３月18日
奈 良 の 仏 像

場 所 ギメ東洋美術館（フランス・パリ）
海 外 展 示 事 業 118,899

入場者数 約31,900名
[ 一 部 国 際 交 流 ]

イギリス・ロンドン 大英博物館（開催準備）

出陳作品の検討、開催館との調整

第３回企画委員会、第２回推進協議会の開催

開催日 平成30年６月18日

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

２ 文化芸術活動の支援・育成 9,974千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 演奏活動の充実や、一流の音楽家による指導を通じて、未来のトップアー

ティストを育成
県 立 ジ ュ ニ ア

4,369 定期演奏会、ムジークフェストなら等に出演
オーケストラ運営事業

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

成果を披露するコンサート等の機会（回） 5 4 2

県内で文化芸術活動等を行う団体が新たに取り組む次世代育成事業や県

民参加が期待できる事業等に対し補助
未来へつなぐ文化活動

5,605 対象事業 次世代育成、県民参加奨励、文化力強化、文化交流
ステップアップ補助金

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

補助金申請文化芸術団体数（団体） 56 30 11

186 文 化 資 源 活 用 費 519,096 440,697 県内宿泊客増加に向けた観光の振興［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(文 化 資 源 活 用 課) 国 108,590 歴史・文化資源の保存・活用 329,544千円

寄 5,490
事 業 名 金 額 内 容

繰 62,538

越 4,458 千円 文化資源活用補助金

㊀ 259,621 国・県指定文化財の活用に対し補助

前年度繰越分 前年度繰越分 本県ゆかりの奈良時代までの事物及び国の明治150年関連施策に連携

4,458 4,458 した幕末・明治以降の事物に関連する市町村指定文化財等の保存、修

当該年度分 当該年度分 理及び活用に対し補助

514,638 436,239 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

翌年度へ繰越 補助件数（件） 34 34 33

5,800
文化資源整備活用事業 史跡等整備活用補助金

169,260
[ 一 部 ふ る さ と ] 市町村の文化観光戦略等の推進を支援するため、史跡等の積極的な整

備・活用を進める市町村に対し補助

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

補助件数（件） 12 14 15

文化財保存事業費補助金

県指定文化財の保存、修理等に対し補助

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

保存修理実施件数（件） 17 14 12

地 域 振 興 費
－30－

県内古文書等の調査、収集、公開を実施
奈 良 史 料 編 纂 事 業 9,221

「庁中漫録」の翻刻文・解説文の作成、ホームページによる一般公開

文化資源データベース 歴史文化資源のデータベースを更新
13,117

構 築 事 業 データベースの更新、ホームページによる情報発信

明治期の奈良をテーマとした講演会、シンポジウム、展示を実施

講演会、シンポジウム

開 催 日 平成30年12月15日、平成31年１月15日、２月８日

「明治15 0年」関連 場 所 万葉文化館、橿原考古学研究所
11,510

施 策 推 進 事 業 参加者数 572名

展示

開催時期 平成30年７月～12月

場 所 万葉文化館、民俗博物館、図書情報館

聖徳太子没後1400年を迎える2021年に向け、聖徳太子ゆかりの市町村等

と連携した情報発信を実施

聖徳太子の魅力を発信・再発見するシンポジウム（基調講演、パネル

ディスカッション、コンサート）を開催
聖徳太子プロジェクト

7,537 開催日 平成30年12月１日
推 進 事 業

場 所 桜井市民会館

内 容 聖徳太子と海外交流

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

聖徳太子シンポジウム参加者数（名） 480 444 1,056

古代日本の歴史・文化を発信し、奈良の魅力を伝えるための、海外の著

名な美術館における展覧会の開催及び次年度の展覧会開催準備

「古都奈良の祈り」展の開催

会 期 平成31年１月23日～３月18日
奈 良 の 仏 像

場 所 ギメ東洋美術館（フランス・パリ）
海 外 展 示 事 業 118,899

入場者数 約31,900名
[ 一 部 国 際 交 流 ]

イギリス・ロンドン 大英博物館（開催準備）

出陳作品の検討、開催館との調整

第３回企画委員会、第２回推進協議会の開催

開催日 平成30年６月18日

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

２ 文化芸術活動の支援・育成 9,974千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 演奏活動の充実や、一流の音楽家による指導を通じて、未来のトップアー

ティストを育成
県 立 ジ ュ ニ ア

4,369 定期演奏会、ムジークフェストなら等に出演
オーケストラ運営事業

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

成果を披露するコンサート等の機会（回） 5 4 2

県内で文化芸術活動等を行う団体が新たに取り組む次世代育成事業や県

民参加が期待できる事業等に対し補助
未来へつなぐ文化活動

5,605 対象事業 次世代育成、県民参加奨励、文化力強化、文化交流
ステップアップ補助金

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

補助金申請文化芸術団体数（団体） 56 30 11

186 文 化 資 源 活 用 費 519,096 440,697 県内宿泊客増加に向けた観光の振興［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(文 化 資 源 活 用 課) 国 108,590 歴史・文化資源の保存・活用 329,544千円

寄 5,490
事 業 名 金 額 内 容

繰 62,538

越 4,458 千円 文化資源活用補助金

㊀ 259,621 国・県指定文化財の活用に対し補助

前年度繰越分 前年度繰越分 本県ゆかりの奈良時代までの事物及び国の明治150年関連施策に連携

4,458 4,458 した幕末・明治以降の事物に関連する市町村指定文化財等の保存、修

当該年度分 当該年度分 理及び活用に対し補助

514,638 436,239 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

翌年度へ繰越 補助件数（件） 34 34 33

5,800
文化資源整備活用事業 史跡等整備活用補助金

169,260
[ 一 部 ふ る さ と ] 市町村の文化観光戦略等の推進を支援するため、史跡等の積極的な整

備・活用を進める市町村に対し補助

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

補助件数（件） 12 14 15

文化財保存事業費補助金

県指定文化財の保存、修理等に対し補助

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

保存修理実施件数（件） 17 14 12

－31－



島根県等と連携し、古代歴史文化に関する優れた出版物を表彰する「古

代歴史文化賞」の記念シンポジウム等を首都圏で開催

「古代歴史文化賞」 開催日 平成31年２月９日 場所 銀座ブロッサムホール
12,100

連 携 事 業 内 容 基調講演、古事記朗読、パネルディスカッション等

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

参加者数（名） 900 950 400

記紀・万葉に対する機運の盛り上がりを継続・発展させるため、古事記

を題材としたシンボルイベントとして古事記朗唱大会・こども古事記か

「なら記紀・万葉」 るた大会を実施

シ ン ボ ル イ ベ ン ト 8,000 開催日 平成31年１月12日

開 催 事 業 場 所 奈良春日野国際フォーラム 甍～Ｉ・ＲＡ・ＫＡ～

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

参加者数（名） 700 750 1,136

古事記・日本書紀の歴史的価値をわかりやすく伝えるため、講演会・ア

トラクションを開催

講演会 開催時期 平成30年12月～平成31年３月

記紀で古代を学ぶ事業 10,000 場 所 橿原市外４市町村 参加者数 1,216名

小学生向けイベント

開 催 日 平成30年10月12日

場 所 十津川第二小学校 参加者数 ８名

188 教 育 施 策 振 興 費 10,037,967 9,381,551 【私立学校教育の充実に関する参考指標】
(平成30年５月１日現在)

(教 育 振 興 課) 国 3,114,766
高等学校（専攻科含む）

手 5 区 分 幼 稚 園 小 学 校 中 学 校 中等教育学校
全 日 制 定 時 制 通 信 制

財 3
学 校 数 41園 6校 11校 1校 16校 1校 4校

諸 7
生 徒 数 5,310名 2,460名 4,566名 286名 10,097名 384名 4,855名

起 10,000

㊀ 6,256,770
区 分 専修学校 各種学校

学 校 数 31校 32校

生 徒 数 2,561名 3,302名

「平成30年度学校基本調査」

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

質の高いイベントの実施と県の文化力の向上［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

１ 文化芸術イベントの開催

事 業 名 金 額 内 容

特別展「出雲と大和」 千円 東京オリンピック・パラリンピックの開催に合わせ、2020年に島根県と
20,043

開 催 準 備 事 業 共同で開催する「出雲と大和」をテーマとした展覧会の開催準備

２ 情報発信強化・国際展開

事 業 名 金 額 内 容

千円 「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」の世界遺産登録の推進

世界遺産登録情報の発信

世界遺産登録推進事業 6,595 登録推進協議会の運営

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

協議会・専門委員会等開催数（回） 12 18 16

３ 地域への展開・人材育成等

事 業 名 金 額 内 容

文化資源地域交流・ 千円 「市民発掘隊」を養成 養成講座修了者数 26名
1,831

人 材 育 成 事 業 「橿考研通信」を発行 ２回

４ 記紀・万葉プロジェクトの推進 34,342千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 2020年に実施する記紀・万葉プロジェクト集大成事業の準備を進めると

「 記 紀 ・ 万 葉 ともに関連情報を「なら記紀・万葉ホームページ」により情報発信し、

プ ロ ジ ェ ク ト 」 4,242 機運を醸成

2 0 2 0 準 備 事 業 集大成事業の企画・立案

インターネットを活用した広報の実施

地 域 振 興 費
－32－

島根県等と連携し、古代歴史文化に関する優れた出版物を表彰する「古

代歴史文化賞」の記念シンポジウム等を首都圏で開催

「古代歴史文化賞」 開催日 平成31年２月９日 場所 銀座ブロッサムホール
12,100

連 携 事 業 内 容 基調講演、古事記朗読、パネルディスカッション等

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

参加者数（名） 900 950 400

記紀・万葉に対する機運の盛り上がりを継続・発展させるため、古事記

を題材としたシンボルイベントとして古事記朗唱大会・こども古事記か

「なら記紀・万葉」 るた大会を実施

シ ン ボ ル イ ベ ン ト 8,000 開催日 平成31年１月12日

開 催 事 業 場 所 奈良春日野国際フォーラム 甍～Ｉ・ＲＡ・ＫＡ～

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

参加者数（名） 700 750 1,136

古事記・日本書紀の歴史的価値をわかりやすく伝えるため、講演会・ア

トラクションを開催

講演会 開催時期 平成30年12月～平成31年３月

記紀で古代を学ぶ事業 10,000 場 所 橿原市外４市町村 参加者数 1,216名

小学生向けイベント

開 催 日 平成30年10月12日

場 所 十津川第二小学校 参加者数 ８名

188 教 育 施 策 振 興 費 10,037,967 9,381,551 【私立学校教育の充実に関する参考指標】
(平成30年５月１日現在)

(教 育 振 興 課) 国 3,114,766
高等学校（専攻科含む）

手 5 区 分 幼 稚 園 小 学 校 中 学 校 中等教育学校
全 日 制 定 時 制 通 信 制

財 3
学 校 数 41園 6校 11校 1校 16校 1校 4校

諸 7
生 徒 数 5,310名 2,460名 4,566名 286名 10,097名 384名 4,855名

起 10,000

㊀ 6,256,770
区 分 専修学校 各種学校

学 校 数 31校 32校

生 徒 数 2,561名 3,302名

「平成30年度学校基本調査」

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

質の高いイベントの実施と県の文化力の向上［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

１ 文化芸術イベントの開催

事 業 名 金 額 内 容

特別展「出雲と大和」 千円 東京オリンピック・パラリンピックの開催に合わせ、2020年に島根県と
20,043

開 催 準 備 事 業 共同で開催する「出雲と大和」をテーマとした展覧会の開催準備

２ 情報発信強化・国際展開

事 業 名 金 額 内 容

千円 「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」の世界遺産登録の推進

世界遺産登録情報の発信

世界遺産登録推進事業 6,595 登録推進協議会の運営

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

協議会・専門委員会等開催数（回） 12 18 16

３ 地域への展開・人材育成等

事 業 名 金 額 内 容

文化資源地域交流・ 千円 「市民発掘隊」を養成 養成講座修了者数 26名
1,831

人 材 育 成 事 業 「橿考研通信」を発行 ２回

４ 記紀・万葉プロジェクトの推進 34,342千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 2020年に実施する記紀・万葉プロジェクト集大成事業の準備を進めると

「 記 紀 ・ 万 葉 ともに関連情報を「なら記紀・万葉ホームページ」により情報発信し、

プ ロ ジ ェ ク ト 」 4,242 機運を醸成

2 0 2 0 準 備 事 業 集大成事業の企画・立案

インターネットを活用した広報の実施
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島根県等と連携し、古代歴史文化に関する優れた出版物を表彰する「古

代歴史文化賞」の記念シンポジウム等を首都圏で開催

「古代歴史文化賞」 開催日 平成31年２月９日 場所 銀座ブロッサムホール
12,100

連 携 事 業 内 容 基調講演、古事記朗読、パネルディスカッション等

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

参加者数（名） 900 950 400

記紀・万葉に対する機運の盛り上がりを継続・発展させるため、古事記

を題材としたシンボルイベントとして古事記朗唱大会・こども古事記か

「なら記紀・万葉」 るた大会を実施

シ ン ボ ル イ ベ ン ト 8,000 開催日 平成31年１月12日

開 催 事 業 場 所 奈良春日野国際フォーラム 甍～Ｉ・ＲＡ・ＫＡ～

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

参加者数（名） 700 750 1,136

古事記・日本書紀の歴史的価値をわかりやすく伝えるため、講演会・ア

トラクションを開催

講演会 開催時期 平成30年12月～平成31年３月

記紀で古代を学ぶ事業 10,000 場 所 橿原市外４市町村 参加者数 1,216名

小学生向けイベント

開 催 日 平成30年10月12日

場 所 十津川第二小学校 参加者数 ８名

188 教 育 施 策 振 興 費 10,037,967 9,381,551 【私立学校教育の充実に関する参考指標】
(平成30年５月１日現在)

(教 育 振 興 課) 国 3,114,766
高等学校（専攻科含む）

手 5 区 分 幼 稚 園 小 学 校 中 学 校 中等教育学校
全 日 制 定 時 制 通 信 制

財 3
学 校 数 41園 6校 11校 1校 16校 1校 4校

諸 7
生 徒 数 5,310名 2,460名 4,566名 286名 10,097名 384名 4,855名

起 10,000

㊀ 6,256,770
区 分 専修学校 各種学校

学 校 数 31校 32校

生 徒 数 2,561名 3,302名

「平成30年度学校基本調査」

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

質の高いイベントの実施と県の文化力の向上［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

１ 文化芸術イベントの開催

事 業 名 金 額 内 容

特別展「出雲と大和」 千円 東京オリンピック・パラリンピックの開催に合わせ、2020年に島根県と
20,043

開 催 準 備 事 業 共同で開催する「出雲と大和」をテーマとした展覧会の開催準備

２ 情報発信強化・国際展開

事 業 名 金 額 内 容

千円 「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」の世界遺産登録の推進

世界遺産登録情報の発信

世界遺産登録推進事業 6,595 登録推進協議会の運営

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

協議会・専門委員会等開催数（回） 12 18 16

３ 地域への展開・人材育成等

事 業 名 金 額 内 容

文化資源地域交流・ 千円 「市民発掘隊」を養成 養成講座修了者数 26名
1,831

人 材 育 成 事 業 「橿考研通信」を発行 ２回

４ 記紀・万葉プロジェクトの推進 34,342千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 2020年に実施する記紀・万葉プロジェクト集大成事業の準備を進めると

「 記 紀 ・ 万 葉 ともに関連情報を「なら記紀・万葉ホームページ」により情報発信し、

プ ロ ジ ェ ク ト 」 4,242 機運を醸成

2 0 2 0 準 備 事 業 集大成事業の企画・立案

インターネットを活用した広報の実施

地 域 振 興 費
－32－

島根県等と連携し、古代歴史文化に関する優れた出版物を表彰する「古

代歴史文化賞」の記念シンポジウム等を首都圏で開催

「古代歴史文化賞」 開催日 平成31年２月９日 場所 銀座ブロッサムホール
12,100

連 携 事 業 内 容 基調講演、古事記朗読、パネルディスカッション等

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

参加者数（名） 900 950 400

記紀・万葉に対する機運の盛り上がりを継続・発展させるため、古事記

を題材としたシンボルイベントとして古事記朗唱大会・こども古事記か

「なら記紀・万葉」 るた大会を実施

シ ン ボ ル イ ベ ン ト 8,000 開催日 平成31年１月12日

開 催 事 業 場 所 奈良春日野国際フォーラム 甍～Ｉ・ＲＡ・ＫＡ～

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

参加者数（名） 700 750 1,136

古事記・日本書紀の歴史的価値をわかりやすく伝えるため、講演会・ア

トラクションを開催

講演会 開催時期 平成30年12月～平成31年３月

記紀で古代を学ぶ事業 10,000 場 所 橿原市外４市町村 参加者数 1,216名

小学生向けイベント

開 催 日 平成30年10月12日

場 所 十津川第二小学校 参加者数 ８名

188 教 育 施 策 振 興 費 10,037,967 9,381,551 【私立学校教育の充実に関する参考指標】
(平成30年５月１日現在)

(教 育 振 興 課) 国 3,114,766
高等学校（専攻科含む）

手 5 区 分 幼 稚 園 小 学 校 中 学 校 中等教育学校
全 日 制 定 時 制 通 信 制

財 3
学 校 数 41園 6校 11校 1校 16校 1校 4校

諸 7
生 徒 数 5,310名 2,460名 4,566名 286名 10,097名 384名 4,855名

起 10,000

㊀ 6,256,770
区 分 専修学校 各種学校

学 校 数 31校 32校

生 徒 数 2,561名 3,302名

「平成30年度学校基本調査」

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

質の高いイベントの実施と県の文化力の向上［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

１ 文化芸術イベントの開催

事 業 名 金 額 内 容

特別展「出雲と大和」 千円 東京オリンピック・パラリンピックの開催に合わせ、2020年に島根県と
20,043

開 催 準 備 事 業 共同で開催する「出雲と大和」をテーマとした展覧会の開催準備

２ 情報発信強化・国際展開

事 業 名 金 額 内 容

千円 「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」の世界遺産登録の推進

世界遺産登録情報の発信

世界遺産登録推進事業 6,595 登録推進協議会の運営

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

協議会・専門委員会等開催数（回） 12 18 16

３ 地域への展開・人材育成等

事 業 名 金 額 内 容

文化資源地域交流・ 千円 「市民発掘隊」を養成 養成講座修了者数 26名
1,831

人 材 育 成 事 業 「橿考研通信」を発行 ２回

４ 記紀・万葉プロジェクトの推進 34,342千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 2020年に実施する記紀・万葉プロジェクト集大成事業の準備を進めると

「 記 紀 ・ 万 葉 ともに関連情報を「なら記紀・万葉ホームページ」により情報発信し、

プ ロ ジ ェ ク ト 」 4,242 機運を醸成

2 0 2 0 準 備 事 業 集大成事業の企画・立案

インターネットを活用した広報の実施
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教 育 改 革 推 進 預かり保育を推進する幼稚園に対し補助
29,094

特 別 経 費 補 助 金 補助先 帝塚山幼稚園外27園

幼児教育の質の向上 私立幼稚園が実施する遊具、運動用具、教具、保健衛生用品等の教育環

の た め の 緊 急 環 境 1,134 境の整備に対し補助

整 備 事 業 補助先 親愛幼稚園外18園

私立高校生等のいる世帯の教育費負担を軽減

世帯の所得の状況により区分（所得制限あり）

私 立 高 等 学 校 等 平成26年４月以降に入学の場合
2,034,389

就 学 支 援 事 業 生徒１人当たり年額 最高 297,000円

平成26年３月以前に入学の場合

生徒１人当たり年額 最高 237,600円

私立小学生・中学生等のいる世帯の教育費負担を軽減
私立小学校・中学校等

45,847 定額支給（所得制限あり）
就 学 支 援 事 業

１人年額 100,000円

私立高校生等のいる世帯の教育費負担軽減のため、授業料軽減を行った

学校法人に対し補助

私 立 高 等 学 校 世帯の所得の状況により区分（所得制限あり）
149,179

授 業 料 軽 減 補 助 金 県内高校生１人当たり年額 最高 123,000円（１年生）

最高 83,000円（２・３年生）

県外高校生１人当たり年額 最高 27,000円

低所得者に対して、教科書費、教材費などとして給付金を支給

支給要件 非課税世帯、保護者が県内に在住

私立学校奨学のための 支 給 額 生活保護受給世帯 年額 52,600円
124,831

給 付 金 支 給 事 業 第１子の高校生等がいる世帯 年額 89,000円

15歳以上（中学生を除く）23歳未満の被扶養者がいる世帯

で第２子以降の高校生等がいる世帯 年額 138,000円

高等学校等の中途退学者が再び高等学校等で学び直す場合に、授業料に

学 び 直 し へ の 支 援 対し補助（最長２年間）
5,611

事 業 （ 私 立 学 校 ） 世帯の所得の状況により区分（所得制限あり）

生徒１人当たり年額 最高 297,000円

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

１ 地域の教育力の充実 10,867千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 教育の振興に関する総合的な施策を推進
教 育 政 策 推 進 事 業 1,016

総合教育会議、奈良県教育サミットの開催

「奈良県版就学前教育プログラム」の実践・検証と普及

就学前教育推進事業 9,851 就学前教育センターの運営、就学前教育アドバイザーの配置、地域ア

ドバイザー養成研修の実施等

２ 私学の振興 9,004,059千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 私立学校の経常的な経費に対し補助

高等学校 奈良育英高等学校外16校

生徒１人当たり平均年額 342,789円

中 学 校 奈良育英中学校外10校
私立学校・私立幼稚園

6,263,920 生徒１人当たり平均年額 257,628円
教 育 経 常 費 補 助 金

小 学 校 奈良育英小学校外５校

児童１人当たり平均年額 253,500円

幼 稚 園 奈良保育学院附属幼稚園外36園

園児１人当たり平均年額 202,510円

私立専修学校の運営費に対し補助

学校法人美芸学園外９法人
私 立 専 修 学 校

47,340 高等課程（３年制） 生徒１人当たり年額 35,500円
教 育 振 興 費 補 助 金

職業実践専門課程 生徒１人当たり年額 33,070円

そ の 他 課 程 生徒１人当たり年額 31,500円

私立学校の児童生徒の安全を確保するため、校舎等の耐震補強工事や耐
私 立 学 校 耐 震 化

213,137 震改築工事を行う学校法人に対し補助
緊急促進事業費補助金

補助先 学校法人天理大学、学校法人愛恵学園

心 身 障 害 児 教 育 心身障害児を受け入れる私立幼稚園に対し補助
47,065

振 興 費 補 助 金 補助先 愛の園幼稚園外13園

地 域 振 興 費
－34－

教 育 改 革 推 進 預かり保育を推進する幼稚園に対し補助
29,094

特 別 経 費 補 助 金 補助先 帝塚山幼稚園外27園

幼児教育の質の向上 私立幼稚園が実施する遊具、運動用具、教具、保健衛生用品等の教育環

の た め の 緊 急 環 境 1,134 境の整備に対し補助

整 備 事 業 補助先 親愛幼稚園外18園

私立高校生等のいる世帯の教育費負担を軽減

世帯の所得の状況により区分（所得制限あり）

私 立 高 等 学 校 等 平成26年４月以降に入学の場合
2,034,389

就 学 支 援 事 業 生徒１人当たり年額 最高 297,000円

平成26年３月以前に入学の場合

生徒１人当たり年額 最高 237,600円

私立小学生・中学生等のいる世帯の教育費負担を軽減
私立小学校・中学校等

45,847 定額支給（所得制限あり）
就 学 支 援 事 業

１人年額 100,000円

私立高校生等のいる世帯の教育費負担軽減のため、授業料軽減を行った

学校法人に対し補助

私 立 高 等 学 校 世帯の所得の状況により区分（所得制限あり）
149,179

授 業 料 軽 減 補 助 金 県内高校生１人当たり年額 最高 123,000円（１年生）

最高 83,000円（２・３年生）

県外高校生１人当たり年額 最高 27,000円

低所得者に対して、教科書費、教材費などとして給付金を支給

支給要件 非課税世帯、保護者が県内に在住

私立学校奨学のための 支 給 額 生活保護受給世帯 年額 52,600円
124,831

給 付 金 支 給 事 業 第１子の高校生等がいる世帯 年額 89,000円

15歳以上（中学生を除く）23歳未満の被扶養者がいる世帯

で第２子以降の高校生等がいる世帯 年額 138,000円

高等学校等の中途退学者が再び高等学校等で学び直す場合に、授業料に

学 び 直 し へ の 支 援 対し補助（最長２年間）
5,611

事 業 （ 私 立 学 校 ） 世帯の所得の状況により区分（所得制限あり）

生徒１人当たり年額 最高 297,000円

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

１ 地域の教育力の充実 10,867千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 教育の振興に関する総合的な施策を推進
教 育 政 策 推 進 事 業 1,016

総合教育会議、奈良県教育サミットの開催

「奈良県版就学前教育プログラム」の実践・検証と普及

就学前教育推進事業 9,851 就学前教育センターの運営、就学前教育アドバイザーの配置、地域ア

ドバイザー養成研修の実施等

２ 私学の振興 9,004,059千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 私立学校の経常的な経費に対し補助

高等学校 奈良育英高等学校外16校

生徒１人当たり平均年額 342,789円

中 学 校 奈良育英中学校外10校
私立学校・私立幼稚園

6,263,920 生徒１人当たり平均年額 257,628円
教 育 経 常 費 補 助 金

小 学 校 奈良育英小学校外５校

児童１人当たり平均年額 253,500円

幼 稚 園 奈良保育学院附属幼稚園外36園

園児１人当たり平均年額 202,510円

私立専修学校の運営費に対し補助

学校法人美芸学園外９法人
私 立 専 修 学 校

47,340 高等課程（３年制） 生徒１人当たり年額 35,500円
教 育 振 興 費 補 助 金

職業実践専門課程 生徒１人当たり年額 33,070円

そ の 他 課 程 生徒１人当たり年額 31,500円

私立学校の児童生徒の安全を確保するため、校舎等の耐震補強工事や耐
私 立 学 校 耐 震 化

213,137 震改築工事を行う学校法人に対し補助
緊急促進事業費補助金

補助先 学校法人天理大学、学校法人愛恵学園

心 身 障 害 児 教 育 心身障害児を受け入れる私立幼稚園に対し補助
47,065

振 興 費 補 助 金 補助先 愛の園幼稚園外13園

－35－



教 育 改 革 推 進 預かり保育を推進する幼稚園に対し補助
29,094

特 別 経 費 補 助 金 補助先 帝塚山幼稚園外27園

幼児教育の質の向上 私立幼稚園が実施する遊具、運動用具、教具、保健衛生用品等の教育環

の た め の 緊 急 環 境 1,134 境の整備に対し補助

整 備 事 業 補助先 親愛幼稚園外18園

私立高校生等のいる世帯の教育費負担を軽減

世帯の所得の状況により区分（所得制限あり）

私 立 高 等 学 校 等 平成26年４月以降に入学の場合
2,034,389

就 学 支 援 事 業 生徒１人当たり年額 最高 297,000円

平成26年３月以前に入学の場合

生徒１人当たり年額 最高 237,600円

私立小学生・中学生等のいる世帯の教育費負担を軽減
私立小学校・中学校等

45,847 定額支給（所得制限あり）
就 学 支 援 事 業

１人年額 100,000円

私立高校生等のいる世帯の教育費負担軽減のため、授業料軽減を行った

学校法人に対し補助

私 立 高 等 学 校 世帯の所得の状況により区分（所得制限あり）
149,179

授 業 料 軽 減 補 助 金 県内高校生１人当たり年額 最高 123,000円（１年生）

最高 83,000円（２・３年生）

県外高校生１人当たり年額 最高 27,000円

低所得者に対して、教科書費、教材費などとして給付金を支給

支給要件 非課税世帯、保護者が県内に在住

私立学校奨学のための 支 給 額 生活保護受給世帯 年額 52,600円
124,831

給 付 金 支 給 事 業 第１子の高校生等がいる世帯 年額 89,000円

15歳以上（中学生を除く）23歳未満の被扶養者がいる世帯

で第２子以降の高校生等がいる世帯 年額 138,000円

高等学校等の中途退学者が再び高等学校等で学び直す場合に、授業料に

学 び 直 し へ の 支 援 対し補助（最長２年間）
5,611

事 業 （ 私 立 学 校 ） 世帯の所得の状況により区分（所得制限あり）

生徒１人当たり年額 最高 297,000円

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

１ 地域の教育力の充実 10,867千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 教育の振興に関する総合的な施策を推進
教 育 政 策 推 進 事 業 1,016

総合教育会議、奈良県教育サミットの開催

「奈良県版就学前教育プログラム」の実践・検証と普及

就学前教育推進事業 9,851 就学前教育センターの運営、就学前教育アドバイザーの配置、地域ア

ドバイザー養成研修の実施等

２ 私学の振興 9,004,059千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 私立学校の経常的な経費に対し補助

高等学校 奈良育英高等学校外16校

生徒１人当たり平均年額 342,789円

中 学 校 奈良育英中学校外10校
私立学校・私立幼稚園

6,263,920 生徒１人当たり平均年額 257,628円
教 育 経 常 費 補 助 金

小 学 校 奈良育英小学校外５校

児童１人当たり平均年額 253,500円

幼 稚 園 奈良保育学院附属幼稚園外36園

園児１人当たり平均年額 202,510円

私立専修学校の運営費に対し補助

学校法人美芸学園外９法人
私 立 専 修 学 校

47,340 高等課程（３年制） 生徒１人当たり年額 35,500円
教 育 振 興 費 補 助 金

職業実践専門課程 生徒１人当たり年額 33,070円

そ の 他 課 程 生徒１人当たり年額 31,500円

私立学校の児童生徒の安全を確保するため、校舎等の耐震補強工事や耐
私 立 学 校 耐 震 化

213,137 震改築工事を行う学校法人に対し補助
緊急促進事業費補助金

補助先 学校法人天理大学、学校法人愛恵学園

心 身 障 害 児 教 育 心身障害児を受け入れる私立幼稚園に対し補助
47,065

振 興 費 補 助 金 補助先 愛の園幼稚園外13園

地 域 振 興 費
－34－

教 育 改 革 推 進 預かり保育を推進する幼稚園に対し補助
29,094

特 別 経 費 補 助 金 補助先 帝塚山幼稚園外27園

幼児教育の質の向上 私立幼稚園が実施する遊具、運動用具、教具、保健衛生用品等の教育環

の た め の 緊 急 環 境 1,134 境の整備に対し補助

整 備 事 業 補助先 親愛幼稚園外18園

私立高校生等のいる世帯の教育費負担を軽減

世帯の所得の状況により区分（所得制限あり）

私 立 高 等 学 校 等 平成26年４月以降に入学の場合
2,034,389

就 学 支 援 事 業 生徒１人当たり年額 最高 297,000円

平成26年３月以前に入学の場合

生徒１人当たり年額 最高 237,600円

私立小学生・中学生等のいる世帯の教育費負担を軽減
私立小学校・中学校等

45,847 定額支給（所得制限あり）
就 学 支 援 事 業

１人年額 100,000円

私立高校生等のいる世帯の教育費負担軽減のため、授業料軽減を行った

学校法人に対し補助

私 立 高 等 学 校 世帯の所得の状況により区分（所得制限あり）
149,179

授 業 料 軽 減 補 助 金 県内高校生１人当たり年額 最高 123,000円（１年生）

最高 83,000円（２・３年生）

県外高校生１人当たり年額 最高 27,000円

低所得者に対して、教科書費、教材費などとして給付金を支給

支給要件 非課税世帯、保護者が県内に在住

私立学校奨学のための 支 給 額 生活保護受給世帯 年額 52,600円
124,831

給 付 金 支 給 事 業 第１子の高校生等がいる世帯 年額 89,000円

15歳以上（中学生を除く）23歳未満の被扶養者がいる世帯

で第２子以降の高校生等がいる世帯 年額 138,000円

高等学校等の中途退学者が再び高等学校等で学び直す場合に、授業料に

学 び 直 し へ の 支 援 対し補助（最長２年間）
5,611

事 業 （ 私 立 学 校 ） 世帯の所得の状況により区分（所得制限あり）

生徒１人当たり年額 最高 297,000円

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

１ 地域の教育力の充実 10,867千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 教育の振興に関する総合的な施策を推進
教 育 政 策 推 進 事 業 1,016

総合教育会議、奈良県教育サミットの開催

「奈良県版就学前教育プログラム」の実践・検証と普及

就学前教育推進事業 9,851 就学前教育センターの運営、就学前教育アドバイザーの配置、地域ア

ドバイザー養成研修の実施等

２ 私学の振興 9,004,059千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 私立学校の経常的な経費に対し補助

高等学校 奈良育英高等学校外16校

生徒１人当たり平均年額 342,789円

中 学 校 奈良育英中学校外10校
私立学校・私立幼稚園

6,263,920 生徒１人当たり平均年額 257,628円
教 育 経 常 費 補 助 金

小 学 校 奈良育英小学校外５校

児童１人当たり平均年額 253,500円

幼 稚 園 奈良保育学院附属幼稚園外36園

園児１人当たり平均年額 202,510円

私立専修学校の運営費に対し補助

学校法人美芸学園外９法人
私 立 専 修 学 校

47,340 高等課程（３年制） 生徒１人当たり年額 35,500円
教 育 振 興 費 補 助 金

職業実践専門課程 生徒１人当たり年額 33,070円

そ の 他 課 程 生徒１人当たり年額 31,500円

私立学校の児童生徒の安全を確保するため、校舎等の耐震補強工事や耐
私 立 学 校 耐 震 化

213,137 震改築工事を行う学校法人に対し補助
緊急促進事業費補助金

補助先 学校法人天理大学、学校法人愛恵学園

心 身 障 害 児 教 育 心身障害児を受け入れる私立幼稚園に対し補助
47,065

振 興 費 補 助 金 補助先 愛の園幼稚園外13園
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190 文 化 会 館 費 396,700 393,366 質の高いイベントの実施と県の文化力の向上［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(文 化 振 興 課) 使 134,459 【文化会館に関する参考指標】

財 3,734 区 分 28年度 29年度 30年度

諸 4,934 奈良県文化会館来館者数（名） 350,456 342,123 287,455

㊀ 250,239 橿原文化会館来館者数（名） 158,525 167,167 147,208

「各館調べ」

190 民 俗 博 物 館 費 126,762 118,195 【民俗博物館の取組に関する参考指標】

(文 化 資 源 活 用 課) 国 3,655 展 覧 会 名 等 観覧者数（名）

使 621 春季特別展「不思議な形 不思議な名前」 ４/28～６/30 3,123

財 50 夏季企画展「ものづくりの発想」 ７/14～９/２ 1,565

諸 13 明治150年記念特別展「くらしから読み解く明治150年」 10/６～12/16 5,343

起 17,500 季節展「ひなまつり－人形たちの宴－」 ２/23～３/24 2,725

㊀ 96,356 「民俗博物館調べ」

主な展示・イベント名等 参加者数（名）

玄関ホール写真展「私がとらえた大和の民俗－火－」10/27～12/16 外２件 5,531

各種ワークショップ・体験会 年間23件 1,750

古民家活用イベント 年間21件 979

「民俗博物館調べ」

１ 民俗博物館の取組 26,789千円

事 業 名 金 額 内 容

民 俗 博 物 館 千円 民俗博物館の今後の活用方針について検討を進めるため、調査等を実施
7,310

活 用 検 討 事 業 民俗博物館収蔵品のデータベース化 対象資料 4,350点

大 和 民 俗 公 園
19,479 県指定文化財「旧萩原家」の茅葺き屋根の全面葺替を実施

古民家屋根葺替事業

192 図 書 情 報 館 費 512,877 508,544 【図書情報館の取組に関する参考指標】

(文 化 資 源 活 用 課) 使 10,536 区 分 28年度 29年度 30年度

諸 4,683 図書情報館入館者数（名） 559,135 543,569 573,351

㊀ 493,325 所蔵資料数（冊） 709,198 724,670 739,933

レファレンス件数（件） 23,019 24,316 21,953

貸出件数（冊） 324,772 307,765 303,533

「図書情報館調べ」

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 １年生 世帯の所得の状況により区分（所得制限あり）

私立専修学校高等課程 県内生１人当たり年額 最高 123,000円
1,069

授 業 料 軽 減 補 助 金 ２・３年生 定額支給（所得制限あり）

県内生１人当たり年額 27,000円

授 業 料 減 免 事 業 費 学費負担者の家計急変により授業料減免を行った学校法人に対し補助
235

補 助 金 補助先 学校法人奈良育英学園、学校法人谷岡学園

私立幼稚園教員の業務負担軽減のため、業務支援システムの導入に要す
私立幼稚園の業務支援

849 る経費に対し補助
システム導入促進事業

補助先 信貴幼稚園、白百合幼稚園

子ども子育て支援新制度へ移行した私立幼稚園を利用する園児の教育経
私 立 幼 稚 園 施 設 型

39,720 費に対する負担金及び補助金
給付費負担金・補助金

対象 高田カトリック幼稚園外２園

幼 稚 園 教 諭 の 幼稚園教諭の処遇改善に努める私立幼稚園に対し補助

人 材 確 保 の た め の 639 教員１人あたり 年額 66,000円

処遇改善事業費補助金 補助先 白百合幼稚園、佐保短期大学附属生駒幼稚園

３ 県立大学の充実

事 業 名 金 額 内 容

公 立 大 学 法 人 千円

奈良県公立大学法人奈良県立大学評価委員会により、公立大学法人奈良
奈 良 県 立 大 学 320

県立大学の業務実績評価等を実施
評価委員会等運営事業

４ 協働の推進

事 業 名 金 額 内 容

千円 大学の知的資源を活用することにより、県政の様々な課題に対応

早稲田大学 通常学級におけるインクルーシブ教育システム構築事業

外２事業

近 畿 大 学 中高生の科学技術研究活動推進の支援体制構築事業

大 学 と の 連 携 事 業 9,179 ＡＩを活用した業務改善実証事業

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

早稲田大学との連携事業数（件） 4 4 3

近畿大学との連携事業数（件） － 5 2

京都大学と県内高等学校との交流を促進

地 域 振 興 費
－36－

190 文 化 会 館 費 396,700 393,366 質の高いイベントの実施と県の文化力の向上［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(文 化 振 興 課) 使 134,459 【文化会館に関する参考指標】

財 3,734 区 分 28年度 29年度 30年度

諸 4,934 奈良県文化会館来館者数（名） 350,456 342,123 287,455

㊀ 250,239 橿原文化会館来館者数（名） 158,525 167,167 147,208

「各館調べ」

190 民 俗 博 物 館 費 126,762 118,195 【民俗博物館の取組に関する参考指標】

(文 化 資 源 活 用 課) 国 3,655 展 覧 会 名 等 観覧者数（名）

使 621 春季特別展「不思議な形 不思議な名前」 ４/28～６/30 3,123

財 50 夏季企画展「ものづくりの発想」 ７/14～９/２ 1,565

諸 13 明治150年記念特別展「くらしから読み解く明治150年」 10/６～12/16 5,343

起 17,500 季節展「ひなまつり－人形たちの宴－」 ２/23～３/24 2,725

㊀ 96,356 「民俗博物館調べ」

主な展示・イベント名等 参加者数（名）

玄関ホール写真展「私がとらえた大和の民俗－火－」10/27～12/16 外２件 5,531

各種ワークショップ・体験会 年間23件 1,750

古民家活用イベント 年間21件 979

「民俗博物館調べ」

１ 民俗博物館の取組 26,789千円

事 業 名 金 額 内 容

民 俗 博 物 館 千円 民俗博物館の今後の活用方針について検討を進めるため、調査等を実施
7,310

活 用 検 討 事 業 民俗博物館収蔵品のデータベース化 対象資料 4,350点

大 和 民 俗 公 園
19,479 県指定文化財「旧萩原家」の茅葺き屋根の全面葺替を実施

古民家屋根葺替事業

192 図 書 情 報 館 費 512,877 508,544 【図書情報館の取組に関する参考指標】

(文 化 資 源 活 用 課) 使 10,536 区 分 28年度 29年度 30年度

諸 4,683 図書情報館入館者数（名） 559,135 543,569 573,351

㊀ 493,325 所蔵資料数（冊） 709,198 724,670 739,933

レファレンス件数（件） 23,019 24,316 21,953

貸出件数（冊） 324,772 307,765 303,533

「図書情報館調べ」

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 １年生 世帯の所得の状況により区分（所得制限あり）

私立専修学校高等課程 県内生１人当たり年額 最高 123,000円
1,069

授 業 料 軽 減 補 助 金 ２・３年生 定額支給（所得制限あり）

県内生１人当たり年額 27,000円

授 業 料 減 免 事 業 費 学費負担者の家計急変により授業料減免を行った学校法人に対し補助
235

補 助 金 補助先 学校法人奈良育英学園、学校法人谷岡学園

私立幼稚園教員の業務負担軽減のため、業務支援システムの導入に要す
私立幼稚園の業務支援

849 る経費に対し補助
システム導入促進事業

補助先 信貴幼稚園、白百合幼稚園

子ども子育て支援新制度へ移行した私立幼稚園を利用する園児の教育経
私 立 幼 稚 園 施 設 型

39,720 費に対する負担金及び補助金
給付費負担金・補助金

対象 高田カトリック幼稚園外２園

幼 稚 園 教 諭 の 幼稚園教諭の処遇改善に努める私立幼稚園に対し補助

人 材 確 保 の た め の 639 教員１人あたり 年額 66,000円

処遇改善事業費補助金 補助先 白百合幼稚園、佐保短期大学附属生駒幼稚園

３ 県立大学の充実

事 業 名 金 額 内 容

公 立 大 学 法 人 千円

奈良県公立大学法人奈良県立大学評価委員会により、公立大学法人奈良
奈 良 県 立 大 学 320

県立大学の業務実績評価等を実施
評価委員会等運営事業

４ 協働の推進

事 業 名 金 額 内 容

千円 大学の知的資源を活用することにより、県政の様々な課題に対応

早稲田大学 通常学級におけるインクルーシブ教育システム構築事業

外２事業

近 畿 大 学 中高生の科学技術研究活動推進の支援体制構築事業

大 学 と の 連 携 事 業 9,179 ＡＩを活用した業務改善実証事業

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

早稲田大学との連携事業数（件） 4 4 3

近畿大学との連携事業数（件） － 5 2

京都大学と県内高等学校との交流を促進

－37－



190 文 化 会 館 費 396,700 393,366 質の高いイベントの実施と県の文化力の向上［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(文 化 振 興 課) 使 134,459 【文化会館に関する参考指標】

財 3,734 区 分 28年度 29年度 30年度

諸 4,934 奈良県文化会館来館者数（名） 350,456 342,123 287,455

㊀ 250,239 橿原文化会館来館者数（名） 158,525 167,167 147,208

「各館調べ」

190 民 俗 博 物 館 費 126,762 118,195 【民俗博物館の取組に関する参考指標】

(文 化 資 源 活 用 課) 国 3,655 展 覧 会 名 等 観覧者数（名）

使 621 春季特別展「不思議な形 不思議な名前」 ４/28～６/30 3,123

財 50 夏季企画展「ものづくりの発想」 ７/14～９/２ 1,565

諸 13 明治150年記念特別展「くらしから読み解く明治150年」 10/６～12/16 5,343

起 17,500 季節展「ひなまつり－人形たちの宴－」 ２/23～３/24 2,725

㊀ 96,356 「民俗博物館調べ」

主な展示・イベント名等 参加者数（名）

玄関ホール写真展「私がとらえた大和の民俗－火－」10/27～12/16 外２件 5,531

各種ワークショップ・体験会 年間23件 1,750

古民家活用イベント 年間21件 979

「民俗博物館調べ」

１ 民俗博物館の取組 26,789千円

事 業 名 金 額 内 容

民 俗 博 物 館 千円 民俗博物館の今後の活用方針について検討を進めるため、調査等を実施
7,310

活 用 検 討 事 業 民俗博物館収蔵品のデータベース化 対象資料 4,350点

大 和 民 俗 公 園
19,479 県指定文化財「旧萩原家」の茅葺き屋根の全面葺替を実施

古民家屋根葺替事業

192 図 書 情 報 館 費 512,877 508,544 【図書情報館の取組に関する参考指標】

(文 化 資 源 活 用 課) 使 10,536 区 分 28年度 29年度 30年度

諸 4,683 図書情報館入館者数（名） 559,135 543,569 573,351

㊀ 493,325 所蔵資料数（冊） 709,198 724,670 739,933

レファレンス件数（件） 23,019 24,316 21,953

貸出件数（冊） 324,772 307,765 303,533

「図書情報館調べ」

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 １年生 世帯の所得の状況により区分（所得制限あり）

私立専修学校高等課程 県内生１人当たり年額 最高 123,000円
1,069

授 業 料 軽 減 補 助 金 ２・３年生 定額支給（所得制限あり）

県内生１人当たり年額 27,000円

授 業 料 減 免 事 業 費 学費負担者の家計急変により授業料減免を行った学校法人に対し補助
235

補 助 金 補助先 学校法人奈良育英学園、学校法人谷岡学園

私立幼稚園教員の業務負担軽減のため、業務支援システムの導入に要す
私立幼稚園の業務支援

849 る経費に対し補助
システム導入促進事業

補助先 信貴幼稚園、白百合幼稚園

子ども子育て支援新制度へ移行した私立幼稚園を利用する園児の教育経
私 立 幼 稚 園 施 設 型

39,720 費に対する負担金及び補助金
給付費負担金・補助金

対象 高田カトリック幼稚園外２園

幼 稚 園 教 諭 の 幼稚園教諭の処遇改善に努める私立幼稚園に対し補助

人 材 確 保 の た め の 639 教員１人あたり 年額 66,000円

処遇改善事業費補助金 補助先 白百合幼稚園、佐保短期大学附属生駒幼稚園

３ 県立大学の充実

事 業 名 金 額 内 容

公 立 大 学 法 人 千円

奈良県公立大学法人奈良県立大学評価委員会により、公立大学法人奈良
奈 良 県 立 大 学 320

県立大学の業務実績評価等を実施
評価委員会等運営事業

４ 協働の推進

事 業 名 金 額 内 容

千円 大学の知的資源を活用することにより、県政の様々な課題に対応

早稲田大学 通常学級におけるインクルーシブ教育システム構築事業

外２事業

近 畿 大 学 中高生の科学技術研究活動推進の支援体制構築事業

大 学 と の 連 携 事 業 9,179 ＡＩを活用した業務改善実証事業

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

早稲田大学との連携事業数（件） 4 4 3

近畿大学との連携事業数（件） － 5 2

京都大学と県内高等学校との交流を促進

地 域 振 興 費
－36－

190 文 化 会 館 費 396,700 393,366 質の高いイベントの実施と県の文化力の向上［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(文 化 振 興 課) 使 134,459 【文化会館に関する参考指標】

財 3,734 区 分 28年度 29年度 30年度

諸 4,934 奈良県文化会館来館者数（名） 350,456 342,123 287,455

㊀ 250,239 橿原文化会館来館者数（名） 158,525 167,167 147,208

「各館調べ」

190 民 俗 博 物 館 費 126,762 118,195 【民俗博物館の取組に関する参考指標】

(文 化 資 源 活 用 課) 国 3,655 展 覧 会 名 等 観覧者数（名）

使 621 春季特別展「不思議な形 不思議な名前」 ４/28～６/30 3,123

財 50 夏季企画展「ものづくりの発想」 ７/14～９/２ 1,565

諸 13 明治150年記念特別展「くらしから読み解く明治150年」 10/６～12/16 5,343

起 17,500 季節展「ひなまつり－人形たちの宴－」 ２/23～３/24 2,725

㊀ 96,356 「民俗博物館調べ」

主な展示・イベント名等 参加者数（名）

玄関ホール写真展「私がとらえた大和の民俗－火－」10/27～12/16 外２件 5,531

各種ワークショップ・体験会 年間23件 1,750

古民家活用イベント 年間21件 979

「民俗博物館調べ」

１ 民俗博物館の取組 26,789千円

事 業 名 金 額 内 容

民 俗 博 物 館 千円 民俗博物館の今後の活用方針について検討を進めるため、調査等を実施
7,310

活 用 検 討 事 業 民俗博物館収蔵品のデータベース化 対象資料 4,350点

大 和 民 俗 公 園
19,479 県指定文化財「旧萩原家」の茅葺き屋根の全面葺替を実施

古民家屋根葺替事業

192 図 書 情 報 館 費 512,877 508,544 【図書情報館の取組に関する参考指標】

(文 化 資 源 活 用 課) 使 10,536 区 分 28年度 29年度 30年度

諸 4,683 図書情報館入館者数（名） 559,135 543,569 573,351

㊀ 493,325 所蔵資料数（冊） 709,198 724,670 739,933

レファレンス件数（件） 23,019 24,316 21,953

貸出件数（冊） 324,772 307,765 303,533

「図書情報館調べ」

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 １年生 世帯の所得の状況により区分（所得制限あり）

私立専修学校高等課程 県内生１人当たり年額 最高 123,000円
1,069

授 業 料 軽 減 補 助 金 ２・３年生 定額支給（所得制限あり）

県内生１人当たり年額 27,000円

授 業 料 減 免 事 業 費 学費負担者の家計急変により授業料減免を行った学校法人に対し補助
235

補 助 金 補助先 学校法人奈良育英学園、学校法人谷岡学園

私立幼稚園教員の業務負担軽減のため、業務支援システムの導入に要す
私立幼稚園の業務支援

849 る経費に対し補助
システム導入促進事業

補助先 信貴幼稚園、白百合幼稚園

子ども子育て支援新制度へ移行した私立幼稚園を利用する園児の教育経
私 立 幼 稚 園 施 設 型

39,720 費に対する負担金及び補助金
給付費負担金・補助金

対象 高田カトリック幼稚園外２園

幼 稚 園 教 諭 の 幼稚園教諭の処遇改善に努める私立幼稚園に対し補助

人 材 確 保 の た め の 639 教員１人あたり 年額 66,000円

処遇改善事業費補助金 補助先 白百合幼稚園、佐保短期大学附属生駒幼稚園

３ 県立大学の充実

事 業 名 金 額 内 容

公 立 大 学 法 人 千円

奈良県公立大学法人奈良県立大学評価委員会により、公立大学法人奈良
奈 良 県 立 大 学 320

県立大学の業務実績評価等を実施
評価委員会等運営事業

４ 協働の推進

事 業 名 金 額 内 容

千円 大学の知的資源を活用することにより、県政の様々な課題に対応

早稲田大学 通常学級におけるインクルーシブ教育システム構築事業

外２事業

近 畿 大 学 中高生の科学技術研究活動推進の支援体制構築事業

大 学 と の 連 携 事 業 9,179 ＡＩを活用した業務改善実証事業

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

早稲田大学との連携事業数（件） 4 4 3

近畿大学との連携事業数（件） － 5 2

京都大学と県内高等学校との交流を促進

－37－



194 万 葉 文 化 館 費 351,599 326,649 【万葉文化館の取組に関する参考指標】

(文 化 資 源 活 用 課) 使 9,007 展 覧 会 名 等 観覧者数（名）

財 412 「万葉の装い」 ４/１～５/６ 12,099

諸 18,697 「特別展 広重展」 ５/12～７/１ 22,260

㊀ 298,533 特別展「マンガで語る古代大和」 ７/14～９/30 28,275

特別展「クレパス画名作展」 10/６～12/16 28,603

館蔵品展 「冬の万葉日本画展 大亦観風「万葉集画撰」を辿る」 １/12～３/３ 13,013

特別展「近代美人画の精華」 ３/９～３/31 9,918

「万葉文化館調べ」

イ ベ ン ト 名 等 参加者数（名）

にぎわいフェスタ万葉 四季ごとに計198日開催 21,105

万葉古代学講座 関連講座等計11回 1,736

万葉集をよむ 全12回 2,536

「万葉文化館調べ」
196 橿 原 考 古 学 研 究 所 費 542,602 530,256 【橿原考古学研究所の取組に関する参考指標】

(文 化 資 源 活 用 課) 国 59 行 事 名 参加者数（名）

使 154 宇陀文化財講座 70

諸 23,541 奈良県立橿原考古学研究所公開講演会 530

㊀ 506,502 奈良県立橿原考古学研究所東京公開講演会 500

「橿原考古学研究所調べ」

４ 橿原考古学研究所の取組 4,361千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 古代歴史文化の調査・研究に関心のある14県が連携して調査・研究を進

め、全国に情報を発信

共同調査研究の成果をもとに、14県に関わる玉類関連資料で構成した

展覧会「玉－古代を彩る至宝－」を開催

古 代 歴 史 文 化 に 江戸東京博物館 会 期 平成30年10月23日～12月９日
3,401

関する共同研究事業 観覧者数 60,234名

九州国立博物館 会 期 平成31年１月１日～２月24日

観覧者数 49,351名

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

中間研究発表会参加者数（名） 350 400 824

シルクロード東西文化 2020年の東京オリンピック開催に向け、奈良の観光資源として活用する
960

交 流 研 究 事 業 ため、シルクロード東西文化交流を通じた調査研究を実施

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

主な講演、イベント名等（総数：年間72本） 参加者数（名）

館長公開講座「図書館劇場XIII」 全６回 899

「ビブリオバトル」 全12回 293

大阪若手能講座in奈良 図書情報館で学んで能楽堂へ行こう！ 全３回 105

明治150年記念講演会 全３回 235

「図書情報館調べ」

２ 図書情報館の情報発信事業

事 業 名 金 額 内 容

千円 ムジ－クフェストと連携した音楽イベント、中高年対象の学び直し講座、

マルシェ等を開催し、佐保川沿いでのにぎわい・交流の場を創出

ムジ－クフェストと連携した音楽イベントの開催

開催回数 ３回 参加者数 640名
佐保川周辺のにぎわい

1,092 学び直し講座の開催
創 出 事 業

開講日数 延べ56日 受講者数 延べ3,270名

マルシェの開催

桜マルシェ 約15,000名 薬草をおいしく食べる日３ 約9,500名

えほんのおうち２ 約10,500名 妖怪マーケット 約10,350名

194 美 術 館 費 209,800 193,936 ３ 美術館の展覧会事業

(文 化 振 興 課) 使 10,659
事 業 名 金 額 内 容

財 3,947

諸 1,513 千円 特別展「奈良の刀－匠の美と伝統－」

起 23,200 開催日 平成30年４月21日～６月24日

㊀ 154,617 明治150年記念企画展「美の新風－奈良と洋画－」

開催日 平成30年７月21日～９月17日

特別展「ブラティスラヴァ世界絵本原画展」

開催日 平成30年10月６日～12月２日
県立美術館展覧会の

39,335 企画展「姿の美、衣装の美…肉筆浮世絵」
開 催 事 業

開催日 平成31年１月19日～３月17日

展覧会期間中に実施したミュージアムコンサート等イベントの開催

開催回数 計386回

イベント参加者数 計27,039名

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

展覧会入場者数（名） 133,605 63,083 71,443

地 域 振 興 費
－38－

194 万 葉 文 化 館 費 351,599 326,649 【万葉文化館の取組に関する参考指標】

(文 化 資 源 活 用 課) 使 9,007 展 覧 会 名 等 観覧者数（名）

財 412 「万葉の装い」 ４/１～５/６ 12,099

諸 18,697 「特別展 広重展」 ５/12～７/１ 22,260

㊀ 298,533 特別展「マンガで語る古代大和」 ７/14～９/30 28,275

特別展「クレパス画名作展」 10/６～12/16 28,603

館蔵品展 「冬の万葉日本画展 大亦観風「万葉集画撰」を辿る」 １/12～３/３ 13,013

特別展「近代美人画の精華」 ３/９～３/31 9,918

「万葉文化館調べ」

イ ベ ン ト 名 等 参加者数（名）

にぎわいフェスタ万葉 四季ごとに計198日開催 21,105

万葉古代学講座 関連講座等計11回 1,736

万葉集をよむ 全12回 2,536

「万葉文化館調べ」
196 橿 原 考 古 学 研 究 所 費 542,602 530,256 【橿原考古学研究所の取組に関する参考指標】

(文 化 資 源 活 用 課) 国 59 行 事 名 参加者数（名）

使 154 宇陀文化財講座 70

諸 23,541 奈良県立橿原考古学研究所公開講演会 530

㊀ 506,502 奈良県立橿原考古学研究所東京公開講演会 500

「橿原考古学研究所調べ」

４ 橿原考古学研究所の取組 4,361千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 古代歴史文化の調査・研究に関心のある14県が連携して調査・研究を進

め、全国に情報を発信

共同調査研究の成果をもとに、14県に関わる玉類関連資料で構成した

展覧会「玉－古代を彩る至宝－」を開催

古 代 歴 史 文 化 に 江戸東京博物館 会 期 平成30年10月23日～12月９日
3,401

関する共同研究事業 観覧者数 60,234名

九州国立博物館 会 期 平成31年１月１日～２月24日

観覧者数 49,351名

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

中間研究発表会参加者数（名） 350 400 824

シルクロード東西文化 2020年の東京オリンピック開催に向け、奈良の観光資源として活用する
960

交 流 研 究 事 業 ため、シルクロード東西文化交流を通じた調査研究を実施

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

主な講演、イベント名等（総数：年間72本） 参加者数（名）

館長公開講座「図書館劇場XIII」 全６回 899

「ビブリオバトル」 全12回 293

大阪若手能講座in奈良 図書情報館で学んで能楽堂へ行こう！ 全３回 105

明治150年記念講演会 全３回 235

「図書情報館調べ」

２ 図書情報館の情報発信事業

事 業 名 金 額 内 容

千円 ムジ－クフェストと連携した音楽イベント、中高年対象の学び直し講座、

マルシェ等を開催し、佐保川沿いでのにぎわい・交流の場を創出

ムジ－クフェストと連携した音楽イベントの開催

開催回数 ３回 参加者数 640名
佐保川周辺のにぎわい

1,092 学び直し講座の開催
創 出 事 業

開講日数 延べ56日 受講者数 延べ3,270名

マルシェの開催

桜マルシェ 約15,000名 薬草をおいしく食べる日３ 約9,500名

えほんのおうち２ 約10,500名 妖怪マーケット 約10,350名

194 美 術 館 費 209,800 193,936 ３ 美術館の展覧会事業

(文 化 振 興 課) 使 10,659
事 業 名 金 額 内 容

財 3,947

諸 1,513 千円 特別展「奈良の刀－匠の美と伝統－」

起 23,200 開催日 平成30年４月21日～６月24日

㊀ 154,617 明治150年記念企画展「美の新風－奈良と洋画－」

開催日 平成30年７月21日～９月17日

特別展「ブラティスラヴァ世界絵本原画展」

開催日 平成30年10月６日～12月２日
県立美術館展覧会の

39,335 企画展「姿の美、衣装の美…肉筆浮世絵」
開 催 事 業

開催日 平成31年１月19日～３月17日

展覧会期間中に実施したミュージアムコンサート等イベントの開催

開催回数 計386回

イベント参加者数 計27,039名

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

展覧会入場者数（名） 133,605 63,083 71,443

－39－



194 万 葉 文 化 館 費 351,599 326,649 【万葉文化館の取組に関する参考指標】

(文 化 資 源 活 用 課) 使 9,007 展 覧 会 名 等 観覧者数（名）

財 412 「万葉の装い」 ４/１～５/６ 12,099

諸 18,697 「特別展 広重展」 ５/12～７/１ 22,260

㊀ 298,533 特別展「マンガで語る古代大和」 ７/14～９/30 28,275

特別展「クレパス画名作展」 10/６～12/16 28,603

館蔵品展 「冬の万葉日本画展 大亦観風「万葉集画撰」を辿る」 １/12～３/３ 13,013

特別展「近代美人画の精華」 ３/９～３/31 9,918

「万葉文化館調べ」

イ ベ ン ト 名 等 参加者数（名）

にぎわいフェスタ万葉 四季ごとに計198日開催 21,105

万葉古代学講座 関連講座等計11回 1,736

万葉集をよむ 全12回 2,536

「万葉文化館調べ」
196 橿 原 考 古 学 研 究 所 費 542,602 530,256 【橿原考古学研究所の取組に関する参考指標】

(文 化 資 源 活 用 課) 国 59 行 事 名 参加者数（名）

使 154 宇陀文化財講座 70

諸 23,541 奈良県立橿原考古学研究所公開講演会 530

㊀ 506,502 奈良県立橿原考古学研究所東京公開講演会 500

「橿原考古学研究所調べ」

４ 橿原考古学研究所の取組 4,361千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 古代歴史文化の調査・研究に関心のある14県が連携して調査・研究を進

め、全国に情報を発信

共同調査研究の成果をもとに、14県に関わる玉類関連資料で構成した

展覧会「玉－古代を彩る至宝－」を開催

古 代 歴 史 文 化 に 江戸東京博物館 会 期 平成30年10月23日～12月９日
3,401

関する共同研究事業 観覧者数 60,234名

九州国立博物館 会 期 平成31年１月１日～２月24日

観覧者数 49,351名

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

中間研究発表会参加者数（名） 350 400 824

シルクロード東西文化 2020年の東京オリンピック開催に向け、奈良の観光資源として活用する
960

交 流 研 究 事 業 ため、シルクロード東西文化交流を通じた調査研究を実施

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

主な講演、イベント名等（総数：年間72本） 参加者数（名）

館長公開講座「図書館劇場XIII」 全６回 899

「ビブリオバトル」 全12回 293

大阪若手能講座in奈良 図書情報館で学んで能楽堂へ行こう！ 全３回 105

明治150年記念講演会 全３回 235

「図書情報館調べ」

２ 図書情報館の情報発信事業

事 業 名 金 額 内 容

千円 ムジ－クフェストと連携した音楽イベント、中高年対象の学び直し講座、

マルシェ等を開催し、佐保川沿いでのにぎわい・交流の場を創出

ムジ－クフェストと連携した音楽イベントの開催

開催回数 ３回 参加者数 640名
佐保川周辺のにぎわい

1,092 学び直し講座の開催
創 出 事 業

開講日数 延べ56日 受講者数 延べ3,270名

マルシェの開催

桜マルシェ 約15,000名 薬草をおいしく食べる日３ 約9,500名

えほんのおうち２ 約10,500名 妖怪マーケット 約10,350名

194 美 術 館 費 209,800 193,936 ３ 美術館の展覧会事業

(文 化 振 興 課) 使 10,659
事 業 名 金 額 内 容

財 3,947

諸 1,513 千円 特別展「奈良の刀－匠の美と伝統－」

起 23,200 開催日 平成30年４月21日～６月24日

㊀ 154,617 明治150年記念企画展「美の新風－奈良と洋画－」

開催日 平成30年７月21日～９月17日

特別展「ブラティスラヴァ世界絵本原画展」

開催日 平成30年10月６日～12月２日
県立美術館展覧会の

39,335 企画展「姿の美、衣装の美…肉筆浮世絵」
開 催 事 業

開催日 平成31年１月19日～３月17日

展覧会期間中に実施したミュージアムコンサート等イベントの開催

開催回数 計386回

イベント参加者数 計27,039名

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

展覧会入場者数（名） 133,605 63,083 71,443

地 域 振 興 費
－38－

194 万 葉 文 化 館 費 351,599 326,649 【万葉文化館の取組に関する参考指標】

(文 化 資 源 活 用 課) 使 9,007 展 覧 会 名 等 観覧者数（名）

財 412 「万葉の装い」 ４/１～５/６ 12,099

諸 18,697 「特別展 広重展」 ５/12～７/１ 22,260

㊀ 298,533 特別展「マンガで語る古代大和」 ７/14～９/30 28,275

特別展「クレパス画名作展」 10/６～12/16 28,603

館蔵品展 「冬の万葉日本画展 大亦観風「万葉集画撰」を辿る」 １/12～３/３ 13,013

特別展「近代美人画の精華」 ３/９～３/31 9,918

「万葉文化館調べ」

イ ベ ン ト 名 等 参加者数（名）

にぎわいフェスタ万葉 四季ごとに計198日開催 21,105

万葉古代学講座 関連講座等計11回 1,736

万葉集をよむ 全12回 2,536

「万葉文化館調べ」
196 橿 原 考 古 学 研 究 所 費 542,602 530,256 【橿原考古学研究所の取組に関する参考指標】

(文 化 資 源 活 用 課) 国 59 行 事 名 参加者数（名）

使 154 宇陀文化財講座 70

諸 23,541 奈良県立橿原考古学研究所公開講演会 530

㊀ 506,502 奈良県立橿原考古学研究所東京公開講演会 500

「橿原考古学研究所調べ」

４ 橿原考古学研究所の取組 4,361千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 古代歴史文化の調査・研究に関心のある14県が連携して調査・研究を進

め、全国に情報を発信

共同調査研究の成果をもとに、14県に関わる玉類関連資料で構成した

展覧会「玉－古代を彩る至宝－」を開催

古 代 歴 史 文 化 に 江戸東京博物館 会 期 平成30年10月23日～12月９日
3,401

関する共同研究事業 観覧者数 60,234名

九州国立博物館 会 期 平成31年１月１日～２月24日

観覧者数 49,351名

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

中間研究発表会参加者数（名） 350 400 824

シルクロード東西文化 2020年の東京オリンピック開催に向け、奈良の観光資源として活用する
960

交 流 研 究 事 業 ため、シルクロード東西文化交流を通じた調査研究を実施

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

主な講演、イベント名等（総数：年間72本） 参加者数（名）

館長公開講座「図書館劇場XIII」 全６回 899

「ビブリオバトル」 全12回 293

大阪若手能講座in奈良 図書情報館で学んで能楽堂へ行こう！ 全３回 105

明治150年記念講演会 全３回 235

「図書情報館調べ」

２ 図書情報館の情報発信事業

事 業 名 金 額 内 容

千円 ムジ－クフェストと連携した音楽イベント、中高年対象の学び直し講座、

マルシェ等を開催し、佐保川沿いでのにぎわい・交流の場を創出

ムジ－クフェストと連携した音楽イベントの開催

開催回数 ３回 参加者数 640名
佐保川周辺のにぎわい

1,092 学び直し講座の開催
創 出 事 業

開講日数 延べ56日 受講者数 延べ3,270名

マルシェの開催

桜マルシェ 約15,000名 薬草をおいしく食べる日３ 約9,500名

えほんのおうち２ 約10,500名 妖怪マーケット 約10,350名

194 美 術 館 費 209,800 193,936 ３ 美術館の展覧会事業

(文 化 振 興 課) 使 10,659
事 業 名 金 額 内 容

財 3,947

諸 1,513 千円 特別展「奈良の刀－匠の美と伝統－」

起 23,200 開催日 平成30年４月21日～６月24日

㊀ 154,617 明治150年記念企画展「美の新風－奈良と洋画－」

開催日 平成30年７月21日～９月17日

特別展「ブラティスラヴァ世界絵本原画展」

開催日 平成30年10月６日～12月２日
県立美術館展覧会の

39,335 企画展「姿の美、衣装の美…肉筆浮世絵」
開 催 事 業

開催日 平成31年１月19日～３月17日

展覧会期間中に実施したミュージアムコンサート等イベントの開催

開催回数 計386回

イベント参加者数 計27,039名

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

展覧会入場者数（名） 133,605 63,083 71,443

－39－



外国人観光客向けの観光案内機能・交流・宿泊機能などを備えた拠点施

奈良県外国人観光客 設、奈良県外国人観光客交流館（猿沢イン）の運営
193,190

交 流 館 運 営 事 業 多言語（英中韓）常時対応、無料インターネット、手荷物預かり、日

本文化体験、宿泊、福祉避難所の運営等

滞在周遊型観光を推進するため、奈良盆地周遊をテーマに市町村と連携
奈良盆地周遊型ウォ

37,958 してウォークルートを設定し、案内サインを整備
ークルート造成事業

整備箇所 橿原市、桜井市、御所市、高取町、明日香村

２ 宿泊施設の質と量の充実

事 業 名 金 額 内 容

千円 住宅宿泊事業者に対する指導・監督

住 宅 宿 泊 事 業 開業希望者を対象にしたセミナーの開催
1,030

指 導 監 督 事 業 開 催 日 平成31年２月８日

参加者数 47名

３ 楽しい奈良の実現 94,933千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 滞在周遊型観光を推進するため、パンフレット「祈りの回廊」やホーム

ページ「巡る奈良」で秘宝・秘仏特別開帳等の情報を発信

滞在型観光推進事業 18,238 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

ホームページ「巡る奈良」アクセ

ス数（件） 1,986,983 1,057,266 994,805

冬期の観光オフシーズンの宿泊観光客の増加を図るため、県内各地の魅

力を発信するイベント「大立山まつり」を開催

宿 泊 観 光 客 の 開催期間 平成31年１月26日・27日

増 加 に 向 け た 76,695 実施場所 平城宮跡朱雀門ひろば

冬期イベント展開事業 実施内容 大立山の展示、伝統行催事実演、県内各地のあったかもん

等の地域の特産品の提供 等

来場者数 23,088名

４ 対外プロモーションの強化 509,399千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 オフシーズン対策につながる商品企画支援、観光情報サイトの管理運営

奈 良 県 ビ ジ タ ー ズ 及び観光キャンペーン等に対し補助

ビ ュ ー ロ ー 活 動 110,539 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

支 援 事 業 「あをによしなら旅ネット」ホ

ームページアクセス数（件） 5,525,891 10,068,089 10,598,428

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

198 附 属 博 物 館 費 75,944 65,302 【橿原考古学研究所附属博物館の取組に関する参考指標】

(文 化 資 源 活 用 課) 使 8,210 展 覧 会 名 等 観覧者数（名）

財 2,502 春季特別展「古代の輝き－日本考古学と橿考研80年の軌跡Ⅰ－」 ４/21～６/17 12,405

寄 1,527 秋季特別展「古代の輝き－日本考古学と橿考研80年の軌跡Ⅱ－」 10/６～11/25 10,693

起 12,300 「橿原考古学研究所附属博物館調べ」

㊀ 40,763
行 事 名 等 参加者数（名）

特別展に伴う研究講座・シンポジウム 全６回 1,939

速報展に伴う土曜講座 全４回 642

こども考古学講座 56

「橿原考古学研究所附属博物館調べ」

５ 橿原考古学研究所附属博物館の取組 30,019千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 記紀・万葉プロジェクトの一環として、考古学的な視点から再発見した

奈良の新たな魅力を、県民をはじめ全国に発信し、誘客を促進

考 古 学 に よ る 橿原考古学研究所80年の調査研究の中から、古墳時代後期、飛鳥・奈
1,458

魅 力 再 発 見 事 業 良時代を中心に展示した「古代の輝き－日本考古学と橿考研80年の軌

跡Ⅱ－」を開催

開催期間 平成30年10月６日～11月25日

触 れ る 文 化 財 企業版ふるさと納税制度に基づく寄附金を活用し、重要文化財のレプリ

レ プ リ カ 製 作 1,544 カを製作

活 用 事 業 対象 玉杖（メスリ山古墳出土品）

橿 原 考 古 学 研 究 所 橿原考古学研究所附属博物館の空調設備老朽化に伴う改修を行うための
27,017

附属博物館整備事業 基本・実施設計等を実施

198 観 光 振 興 対 策 費 1,318,394 1,147,950 県内宿泊者増加に向けた観光の振興［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

ならの観光力向上課 国 117,379 １ 滞在環境の快適性の向上 256,472千円

観 光 プ ロ 使 55,343
事 業 名 金 額 内 容

モ ー シ ョ ン 課 手 103

財 263 千円 外国人観光客の安心・快適な県内移動・周遊と滞在を促進するため、市
外 国 人 観 光 客 受 入

寄 3,983 12,022 町村による受入環境整備に対し補助
環 境 整 備 促 進 事 業

繰 28,188 補助先 桜井市外３市町村

諸 101,158

起 12,700 外国人観光客の県内周遊と滞在を促進するために実施する市町村等によ
外 国 人 観 光 客 県 内

㊀ 828,833 9,302 る先駆的で意欲的な取組を支援
周遊・滞在促進事業

補助先 橿原市外２町村、吉野ビジターズビューロー外３団体

本県の歴史等について知識を持ち、語学能力に優れた奈良県内で活躍す
奈良県地域通訳案内士

4,000 る地域通訳案内士（英語・フランス語）を育成
育 成 事 業

育成研修参加人数 42名 口述試験合格者数 31名

地 域 振 興 費
－40－

外国人観光客向けの観光案内機能・交流・宿泊機能などを備えた拠点施

奈良県外国人観光客 設、奈良県外国人観光客交流館（猿沢イン）の運営
193,190

交 流 館 運 営 事 業 多言語（英中韓）常時対応、無料インターネット、手荷物預かり、日

本文化体験、宿泊、福祉避難所の運営等

滞在周遊型観光を推進するため、奈良盆地周遊をテーマに市町村と連携
奈良盆地周遊型ウォ

37,958 してウォークルートを設定し、案内サインを整備
ークルート造成事業

整備箇所 橿原市、桜井市、御所市、高取町、明日香村

２ 宿泊施設の質と量の充実

事 業 名 金 額 内 容

千円 住宅宿泊事業者に対する指導・監督

住 宅 宿 泊 事 業 開業希望者を対象にしたセミナーの開催
1,030

指 導 監 督 事 業 開 催 日 平成31年２月８日

参加者数 47名

３ 楽しい奈良の実現 94,933千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 滞在周遊型観光を推進するため、パンフレット「祈りの回廊」やホーム

ページ「巡る奈良」で秘宝・秘仏特別開帳等の情報を発信

滞在型観光推進事業 18,238 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

ホームページ「巡る奈良」アクセ

ス数（件） 1,986,983 1,057,266 994,805

冬期の観光オフシーズンの宿泊観光客の増加を図るため、県内各地の魅

力を発信するイベント「大立山まつり」を開催

宿 泊 観 光 客 の 開催期間 平成31年１月26日・27日

増 加 に 向 け た 76,695 実施場所 平城宮跡朱雀門ひろば

冬期イベント展開事業 実施内容 大立山の展示、伝統行催事実演、県内各地のあったかもん

等の地域の特産品の提供 等

来場者数 23,088名

４ 対外プロモーションの強化 509,399千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 オフシーズン対策につながる商品企画支援、観光情報サイトの管理運営

奈 良 県 ビ ジ タ ー ズ 及び観光キャンペーン等に対し補助

ビ ュ ー ロ ー 活 動 110,539 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

支 援 事 業 「あをによしなら旅ネット」ホ

ームページアクセス数（件） 5,525,891 10,068,089 10,598,428

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

198 附 属 博 物 館 費 75,944 65,302 【橿原考古学研究所附属博物館の取組に関する参考指標】

(文 化 資 源 活 用 課) 使 8,210 展 覧 会 名 等 観覧者数（名）

財 2,502 春季特別展「古代の輝き－日本考古学と橿考研80年の軌跡Ⅰ－」 ４/21～６/17 12,405

寄 1,527 秋季特別展「古代の輝き－日本考古学と橿考研80年の軌跡Ⅱ－」 10/６～11/25 10,693

起 12,300 「橿原考古学研究所附属博物館調べ」

㊀ 40,763
行 事 名 等 参加者数（名）

特別展に伴う研究講座・シンポジウム 全６回 1,939

速報展に伴う土曜講座 全４回 642

こども考古学講座 56

「橿原考古学研究所附属博物館調べ」

５ 橿原考古学研究所附属博物館の取組 30,019千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 記紀・万葉プロジェクトの一環として、考古学的な視点から再発見した

奈良の新たな魅力を、県民をはじめ全国に発信し、誘客を促進

考 古 学 に よ る 橿原考古学研究所80年の調査研究の中から、古墳時代後期、飛鳥・奈
1,458

魅 力 再 発 見 事 業 良時代を中心に展示した「古代の輝き－日本考古学と橿考研80年の軌

跡Ⅱ－」を開催

開催期間 平成30年10月６日～11月25日

触 れ る 文 化 財 企業版ふるさと納税制度に基づく寄附金を活用し、重要文化財のレプリ

レ プ リ カ 製 作 1,544 カを製作

活 用 事 業 対象 玉杖（メスリ山古墳出土品）

橿 原 考 古 学 研 究 所 橿原考古学研究所附属博物館の空調設備老朽化に伴う改修を行うための
27,017

附属博物館整備事業 基本・実施設計等を実施

198 観 光 振 興 対 策 費 1,318,394 1,147,950 県内宿泊者増加に向けた観光の振興［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

ならの観光力向上課 国 117,379 １ 滞在環境の快適性の向上 256,472千円

観 光 プ ロ 使 55,343
事 業 名 金 額 内 容

モ ー シ ョ ン 課 手 103

財 263 千円 外国人観光客の安心・快適な県内移動・周遊と滞在を促進するため、市
外 国 人 観 光 客 受 入

寄 3,983 12,022 町村による受入環境整備に対し補助
環 境 整 備 促 進 事 業

繰 28,188 補助先 桜井市外３市町村

諸 101,158

起 12,700 外国人観光客の県内周遊と滞在を促進するために実施する市町村等によ
外 国 人 観 光 客 県 内

㊀ 828,833 9,302 る先駆的で意欲的な取組を支援
周遊・滞在促進事業

補助先 橿原市外２町村、吉野ビジターズビューロー外３団体

本県の歴史等について知識を持ち、語学能力に優れた奈良県内で活躍す
奈良県地域通訳案内士

4,000 る地域通訳案内士（英語・フランス語）を育成
育 成 事 業

育成研修参加人数 42名 口述試験合格者数 31名

－41－



外国人観光客向けの観光案内機能・交流・宿泊機能などを備えた拠点施

奈良県外国人観光客 設、奈良県外国人観光客交流館（猿沢イン）の運営
193,190

交 流 館 運 営 事 業 多言語（英中韓）常時対応、無料インターネット、手荷物預かり、日

本文化体験、宿泊、福祉避難所の運営等

滞在周遊型観光を推進するため、奈良盆地周遊をテーマに市町村と連携
奈良盆地周遊型ウォ

37,958 してウォークルートを設定し、案内サインを整備
ークルート造成事業

整備箇所 橿原市、桜井市、御所市、高取町、明日香村

２ 宿泊施設の質と量の充実

事 業 名 金 額 内 容

千円 住宅宿泊事業者に対する指導・監督

住 宅 宿 泊 事 業 開業希望者を対象にしたセミナーの開催
1,030

指 導 監 督 事 業 開 催 日 平成31年２月８日

参加者数 47名

３ 楽しい奈良の実現 94,933千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 滞在周遊型観光を推進するため、パンフレット「祈りの回廊」やホーム

ページ「巡る奈良」で秘宝・秘仏特別開帳等の情報を発信

滞在型観光推進事業 18,238 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

ホームページ「巡る奈良」アクセ

ス数（件） 1,986,983 1,057,266 994,805

冬期の観光オフシーズンの宿泊観光客の増加を図るため、県内各地の魅

力を発信するイベント「大立山まつり」を開催

宿 泊 観 光 客 の 開催期間 平成31年１月26日・27日

増 加 に 向 け た 76,695 実施場所 平城宮跡朱雀門ひろば

冬期イベント展開事業 実施内容 大立山の展示、伝統行催事実演、県内各地のあったかもん

等の地域の特産品の提供 等

来場者数 23,088名

４ 対外プロモーションの強化 509,399千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 オフシーズン対策につながる商品企画支援、観光情報サイトの管理運営

奈 良 県 ビ ジ タ ー ズ 及び観光キャンペーン等に対し補助

ビ ュ ー ロ ー 活 動 110,539 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

支 援 事 業 「あをによしなら旅ネット」ホ

ームページアクセス数（件） 5,525,891 10,068,089 10,598,428

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

198 附 属 博 物 館 費 75,944 65,302 【橿原考古学研究所附属博物館の取組に関する参考指標】

(文 化 資 源 活 用 課) 使 8,210 展 覧 会 名 等 観覧者数（名）

財 2,502 春季特別展「古代の輝き－日本考古学と橿考研80年の軌跡Ⅰ－」 ４/21～６/17 12,405

寄 1,527 秋季特別展「古代の輝き－日本考古学と橿考研80年の軌跡Ⅱ－」 10/６～11/25 10,693

起 12,300 「橿原考古学研究所附属博物館調べ」

㊀ 40,763
行 事 名 等 参加者数（名）

特別展に伴う研究講座・シンポジウム 全６回 1,939

速報展に伴う土曜講座 全４回 642

こども考古学講座 56

「橿原考古学研究所附属博物館調べ」

５ 橿原考古学研究所附属博物館の取組 30,019千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 記紀・万葉プロジェクトの一環として、考古学的な視点から再発見した

奈良の新たな魅力を、県民をはじめ全国に発信し、誘客を促進

考 古 学 に よ る 橿原考古学研究所80年の調査研究の中から、古墳時代後期、飛鳥・奈
1,458

魅 力 再 発 見 事 業 良時代を中心に展示した「古代の輝き－日本考古学と橿考研80年の軌

跡Ⅱ－」を開催

開催期間 平成30年10月６日～11月25日

触 れ る 文 化 財 企業版ふるさと納税制度に基づく寄附金を活用し、重要文化財のレプリ

レ プ リ カ 製 作 1,544 カを製作

活 用 事 業 対象 玉杖（メスリ山古墳出土品）

橿 原 考 古 学 研 究 所 橿原考古学研究所附属博物館の空調設備老朽化に伴う改修を行うための
27,017

附属博物館整備事業 基本・実施設計等を実施

198 観 光 振 興 対 策 費 1,318,394 1,147,950 県内宿泊者増加に向けた観光の振興［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

ならの観光力向上課 国 117,379 １ 滞在環境の快適性の向上 256,472千円

観 光 プ ロ 使 55,343
事 業 名 金 額 内 容

モ ー シ ョ ン 課 手 103

財 263 千円 外国人観光客の安心・快適な県内移動・周遊と滞在を促進するため、市
外 国 人 観 光 客 受 入

寄 3,983 12,022 町村による受入環境整備に対し補助
環 境 整 備 促 進 事 業

繰 28,188 補助先 桜井市外３市町村

諸 101,158

起 12,700 外国人観光客の県内周遊と滞在を促進するために実施する市町村等によ
外 国 人 観 光 客 県 内

㊀ 828,833 9,302 る先駆的で意欲的な取組を支援
周遊・滞在促進事業

補助先 橿原市外２町村、吉野ビジターズビューロー外３団体

本県の歴史等について知識を持ち、語学能力に優れた奈良県内で活躍す
奈良県地域通訳案内士

4,000 る地域通訳案内士（英語・フランス語）を育成
育 成 事 業

育成研修参加人数 42名 口述試験合格者数 31名

地 域 振 興 費
－40－

外国人観光客向けの観光案内機能・交流・宿泊機能などを備えた拠点施

奈良県外国人観光客 設、奈良県外国人観光客交流館（猿沢イン）の運営
193,190

交 流 館 運 営 事 業 多言語（英中韓）常時対応、無料インターネット、手荷物預かり、日

本文化体験、宿泊、福祉避難所の運営等

滞在周遊型観光を推進するため、奈良盆地周遊をテーマに市町村と連携
奈良盆地周遊型ウォ

37,958 してウォークルートを設定し、案内サインを整備
ークルート造成事業

整備箇所 橿原市、桜井市、御所市、高取町、明日香村

２ 宿泊施設の質と量の充実

事 業 名 金 額 内 容

千円 住宅宿泊事業者に対する指導・監督

住 宅 宿 泊 事 業 開業希望者を対象にしたセミナーの開催
1,030

指 導 監 督 事 業 開 催 日 平成31年２月８日

参加者数 47名

３ 楽しい奈良の実現 94,933千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 滞在周遊型観光を推進するため、パンフレット「祈りの回廊」やホーム

ページ「巡る奈良」で秘宝・秘仏特別開帳等の情報を発信

滞在型観光推進事業 18,238 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

ホームページ「巡る奈良」アクセ

ス数（件） 1,986,983 1,057,266 994,805

冬期の観光オフシーズンの宿泊観光客の増加を図るため、県内各地の魅

力を発信するイベント「大立山まつり」を開催

宿 泊 観 光 客 の 開催期間 平成31年１月26日・27日

増 加 に 向 け た 76,695 実施場所 平城宮跡朱雀門ひろば

冬期イベント展開事業 実施内容 大立山の展示、伝統行催事実演、県内各地のあったかもん

等の地域の特産品の提供 等

来場者数 23,088名

４ 対外プロモーションの強化 509,399千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 オフシーズン対策につながる商品企画支援、観光情報サイトの管理運営

奈 良 県 ビ ジ タ ー ズ 及び観光キャンペーン等に対し補助

ビ ュ ー ロ ー 活 動 110,539 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

支 援 事 業 「あをによしなら旅ネット」ホ

ームページアクセス数（件） 5,525,891 10,068,089 10,598,428

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

198 附 属 博 物 館 費 75,944 65,302 【橿原考古学研究所附属博物館の取組に関する参考指標】

(文 化 資 源 活 用 課) 使 8,210 展 覧 会 名 等 観覧者数（名）

財 2,502 春季特別展「古代の輝き－日本考古学と橿考研80年の軌跡Ⅰ－」 ４/21～６/17 12,405

寄 1,527 秋季特別展「古代の輝き－日本考古学と橿考研80年の軌跡Ⅱ－」 10/６～11/25 10,693

起 12,300 「橿原考古学研究所附属博物館調べ」

㊀ 40,763
行 事 名 等 参加者数（名）

特別展に伴う研究講座・シンポジウム 全６回 1,939

速報展に伴う土曜講座 全４回 642

こども考古学講座 56

「橿原考古学研究所附属博物館調べ」

５ 橿原考古学研究所附属博物館の取組 30,019千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 記紀・万葉プロジェクトの一環として、考古学的な視点から再発見した

奈良の新たな魅力を、県民をはじめ全国に発信し、誘客を促進

考 古 学 に よ る 橿原考古学研究所80年の調査研究の中から、古墳時代後期、飛鳥・奈
1,458

魅 力 再 発 見 事 業 良時代を中心に展示した「古代の輝き－日本考古学と橿考研80年の軌

跡Ⅱ－」を開催

開催期間 平成30年10月６日～11月25日

触 れ る 文 化 財 企業版ふるさと納税制度に基づく寄附金を活用し、重要文化財のレプリ

レ プ リ カ 製 作 1,544 カを製作

活 用 事 業 対象 玉杖（メスリ山古墳出土品）

橿 原 考 古 学 研 究 所 橿原考古学研究所附属博物館の空調設備老朽化に伴う改修を行うための
27,017

附属博物館整備事業 基本・実施設計等を実施

198 観 光 振 興 対 策 費 1,318,394 1,147,950 県内宿泊者増加に向けた観光の振興［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

ならの観光力向上課 国 117,379 １ 滞在環境の快適性の向上 256,472千円

観 光 プ ロ 使 55,343
事 業 名 金 額 内 容

モ ー シ ョ ン 課 手 103

財 263 千円 外国人観光客の安心・快適な県内移動・周遊と滞在を促進するため、市
外 国 人 観 光 客 受 入

寄 3,983 12,022 町村による受入環境整備に対し補助
環 境 整 備 促 進 事 業

繰 28,188 補助先 桜井市外３市町村

諸 101,158

起 12,700 外国人観光客の県内周遊と滞在を促進するために実施する市町村等によ
外 国 人 観 光 客 県 内

㊀ 828,833 9,302 る先駆的で意欲的な取組を支援
周遊・滞在促進事業

補助先 橿原市外２町村、吉野ビジターズビューロー外３団体

本県の歴史等について知識を持ち、語学能力に優れた奈良県内で活躍す
奈良県地域通訳案内士

4,000 る地域通訳案内士（英語・フランス語）を育成
育 成 事 業

育成研修参加人数 42名 口述試験合格者数 31名

－41－



近隣府県・民間団体と連携し、東南アジア・東アジア・欧米等を対象に

国のビジット・ジャパン地方連携事業を活用した効果的・効率的な観光

客誘致を展開

紀伊半島の観光資源を活用したプロモーション

対象市場 中国、韓国、台湾、香港、タイ、マレーシア、シンガポ

ール、インドネシア

外国人観光客誘致戦略 歴史・文化を活用したプロモーション

ビ ジ ッ ト な ら 5,000 対象市場 フランス、アメリカ

キ ャ ン ペ ー ン 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

外国人延べ宿泊客数（従業員10名以上の宿

泊施設）（名） 289,760 263,900 345,690

訪日教育旅行の誘致プロモーション

対象市場 台湾

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

訪日教育旅行コーディネート人数（名） 911 1,771 1,673

オフ期の夏季・冬季の誘客促進策として、季節感・特別感のある奈良を
う ま し 奈 良 め ぐ り

30,268 感じることができる旅行商品を企画・造成し、プロモーションを展開
推 進 事 業

企画数 56企画（夏 25企画 冬 31企画）

オフシーズン対策として、地元地域及び交通事業者と連携し、対象エリ

アを周遊して滞在型観光につなげる広報キャンペーンを実施

県 内 版 デ ス テ ィ 実 施 期 間 平成30年12月５日～平成31年３月25日

ネ ー シ ョ ン 9,861 対象エリア 橿原市、桜井市、高取町、明日香村

キ ャ ン ペ ー ン 事 業 実 施 内 容 ＳＮＳ投稿キャンペーン 応募件数 2,135件

航空会社とのタイアップ企画

雑誌社とのタイアップ企画

全国高等学校ラグビー大会等のスポーツイベントの機会を活用し、県内

への宿泊を誘致することによりオフシーズンの宿泊者の増加を促進
オ フ シ ー ズ ン の

看板等による歓迎ムードの醸成や激励訪問等を実施
スポーツを活用した 1,500

宿 泊 推 進 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

全国高校ラグビー出場校の県内での延べ宿

泊者数（名） 5,880 6,194 6,079

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 平成30年の興福寺中金堂落慶を核とした誘客促進キャンペーンを展開

旅行商品造成・販売に向けた商談会の開催

首都圏等での誘客促進イベントの開催
奈 良 県 観 光

245,404 ＪＲ等交通広告を活用した広報宣伝
キ ャ ン ペ ー ン 事 業

社寺等と連携した文化芸術イベントの開催

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

観光入込客数（千人回） 22,805 24,888 24,487

フランスで開催された大規模な日本文化紹介行事「ジャポニスム2018」

において、奥深い奈良の魅力を発信し外国人観光客を誘致

オープニング企画に合わせた吉野地域のプロモーション

ジャポニスム2 0 1 8 開催日 平成30年７月12日

プ ロ モ ー シ ョ ン 「地方の魅力－祭りと文化」に合わせたプロモーション
89,212

推 進 事 業 春日若宮おん祭を海外で初めて披露

[ 一 部 国 際 交 流 ] 開催日 平成30年10月21日～23日

県産品のＰＲイベント、展示販売会

開催日 平成30年10月15日～27日

ＰＲ映像、パンフレット、ホームページによる情報発信等

なら国際映画祭実行委員会による「ＮＡＲＡｔｉｖｅプロジェクト」と

連携し、映画作品を活用して、誘客促進のプロモーションを実施

ロケ地ＭＡＰの作成 各5,000部（英語版、フランス語版）
フィルムを活用した

4,900 「ジャポニスム2018」と連携した誘客イベント開催
海 外 魅 力 発 信 事 業

開催期間 平成30年11月23日・24日

開催場所 ポンピドゥセンター（フランス・パリ）

ブース入場者数 535名

欧米市場向けに奈良県の魅力をＰＲする動画を制作、ＹｏｕＴｕｂｅを

活用した広告動画の配信を実施するとともにマーケティングデータを分

析
デジタルを活用した

11,500 対象市場 フランス、イギリス
海 外 情 報 発 信 事 業

制作本数 １本（英仏２言語）

配信時期 平成31年２月８日～22日

広告動画視聴回数 426万回以上

「吉野・高野・熊野の 世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」を活用し、三重県・和歌山県とと
1,215

国 」 三 県 共 同 事 業 もに、ＰＲ用パンフレットやポスターの作成等による情報発信を実施

地 域 振 興 費
－42－

近隣府県・民間団体と連携し、東南アジア・東アジア・欧米等を対象に

国のビジット・ジャパン地方連携事業を活用した効果的・効率的な観光

客誘致を展開

紀伊半島の観光資源を活用したプロモーション

対象市場 中国、韓国、台湾、香港、タイ、マレーシア、シンガポ

ール、インドネシア

外国人観光客誘致戦略 歴史・文化を活用したプロモーション

ビ ジ ッ ト な ら 5,000 対象市場 フランス、アメリカ

キ ャ ン ペ ー ン 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

外国人延べ宿泊客数（従業員10名以上の宿

泊施設）（名） 289,760 263,900 345,690

訪日教育旅行の誘致プロモーション

対象市場 台湾

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

訪日教育旅行コーディネート人数（名） 911 1,771 1,673

オフ期の夏季・冬季の誘客促進策として、季節感・特別感のある奈良を
う ま し 奈 良 め ぐ り

30,268 感じることができる旅行商品を企画・造成し、プロモーションを展開
推 進 事 業

企画数 56企画（夏 25企画 冬 31企画）

オフシーズン対策として、地元地域及び交通事業者と連携し、対象エリ

アを周遊して滞在型観光につなげる広報キャンペーンを実施

県 内 版 デ ス テ ィ 実 施 期 間 平成30年12月５日～平成31年３月25日

ネ ー シ ョ ン 9,861 対象エリア 橿原市、桜井市、高取町、明日香村

キ ャ ン ペ ー ン 事 業 実 施 内 容 ＳＮＳ投稿キャンペーン 応募件数 2,135件

航空会社とのタイアップ企画

雑誌社とのタイアップ企画

全国高等学校ラグビー大会等のスポーツイベントの機会を活用し、県内

への宿泊を誘致することによりオフシーズンの宿泊者の増加を促進
オ フ シ ー ズ ン の

看板等による歓迎ムードの醸成や激励訪問等を実施
スポーツを活用した 1,500

宿 泊 推 進 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

全国高校ラグビー出場校の県内での延べ宿

泊者数（名） 5,880 6,194 6,079

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 平成30年の興福寺中金堂落慶を核とした誘客促進キャンペーンを展開

旅行商品造成・販売に向けた商談会の開催

首都圏等での誘客促進イベントの開催
奈 良 県 観 光

245,404 ＪＲ等交通広告を活用した広報宣伝
キ ャ ン ペ ー ン 事 業

社寺等と連携した文化芸術イベントの開催

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

観光入込客数（千人回） 22,805 24,888 24,487

フランスで開催された大規模な日本文化紹介行事「ジャポニスム2018」

において、奥深い奈良の魅力を発信し外国人観光客を誘致

オープニング企画に合わせた吉野地域のプロモーション

ジャポニスム2 0 1 8 開催日 平成30年７月12日

プ ロ モ ー シ ョ ン 「地方の魅力－祭りと文化」に合わせたプロモーション
89,212

推 進 事 業 春日若宮おん祭を海外で初めて披露

[ 一 部 国 際 交 流 ] 開催日 平成30年10月21日～23日

県産品のＰＲイベント、展示販売会

開催日 平成30年10月15日～27日

ＰＲ映像、パンフレット、ホームページによる情報発信等

なら国際映画祭実行委員会による「ＮＡＲＡｔｉｖｅプロジェクト」と

連携し、映画作品を活用して、誘客促進のプロモーションを実施

ロケ地ＭＡＰの作成 各5,000部（英語版、フランス語版）
フィルムを活用した

4,900 「ジャポニスム2018」と連携した誘客イベント開催
海 外 魅 力 発 信 事 業

開催期間 平成30年11月23日・24日

開催場所 ポンピドゥセンター（フランス・パリ）

ブース入場者数 535名

欧米市場向けに奈良県の魅力をＰＲする動画を制作、ＹｏｕＴｕｂｅを

活用した広告動画の配信を実施するとともにマーケティングデータを分

析
デジタルを活用した

11,500 対象市場 フランス、イギリス
海 外 情 報 発 信 事 業

制作本数 １本（英仏２言語）

配信時期 平成31年２月８日～22日

広告動画視聴回数 426万回以上

「吉野・高野・熊野の 世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」を活用し、三重県・和歌山県とと
1,215

国 」 三 県 共 同 事 業 もに、ＰＲ用パンフレットやポスターの作成等による情報発信を実施
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近隣府県・民間団体と連携し、東南アジア・東アジア・欧米等を対象に

国のビジット・ジャパン地方連携事業を活用した効果的・効率的な観光

客誘致を展開

紀伊半島の観光資源を活用したプロモーション

対象市場 中国、韓国、台湾、香港、タイ、マレーシア、シンガポ

ール、インドネシア

外国人観光客誘致戦略 歴史・文化を活用したプロモーション

ビ ジ ッ ト な ら 5,000 対象市場 フランス、アメリカ

キ ャ ン ペ ー ン 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

外国人延べ宿泊客数（従業員10名以上の宿

泊施設）（名） 289,760 263,900 345,690

訪日教育旅行の誘致プロモーション

対象市場 台湾

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

訪日教育旅行コーディネート人数（名） 911 1,771 1,673

オフ期の夏季・冬季の誘客促進策として、季節感・特別感のある奈良を
う ま し 奈 良 め ぐ り

30,268 感じることができる旅行商品を企画・造成し、プロモーションを展開
推 進 事 業

企画数 56企画（夏 25企画 冬 31企画）

オフシーズン対策として、地元地域及び交通事業者と連携し、対象エリ

アを周遊して滞在型観光につなげる広報キャンペーンを実施

県 内 版 デ ス テ ィ 実 施 期 間 平成30年12月５日～平成31年３月25日

ネ ー シ ョ ン 9,861 対象エリア 橿原市、桜井市、高取町、明日香村

キ ャ ン ペ ー ン 事 業 実 施 内 容 ＳＮＳ投稿キャンペーン 応募件数 2,135件

航空会社とのタイアップ企画

雑誌社とのタイアップ企画

全国高等学校ラグビー大会等のスポーツイベントの機会を活用し、県内

への宿泊を誘致することによりオフシーズンの宿泊者の増加を促進
オ フ シ ー ズ ン の

看板等による歓迎ムードの醸成や激励訪問等を実施
スポーツを活用した 1,500

宿 泊 推 進 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

全国高校ラグビー出場校の県内での延べ宿

泊者数（名） 5,880 6,194 6,079

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 平成30年の興福寺中金堂落慶を核とした誘客促進キャンペーンを展開

旅行商品造成・販売に向けた商談会の開催

首都圏等での誘客促進イベントの開催
奈 良 県 観 光

245,404 ＪＲ等交通広告を活用した広報宣伝
キ ャ ン ペ ー ン 事 業

社寺等と連携した文化芸術イベントの開催

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

観光入込客数（千人回） 22,805 24,888 24,487

フランスで開催された大規模な日本文化紹介行事「ジャポニスム2018」

において、奥深い奈良の魅力を発信し外国人観光客を誘致

オープニング企画に合わせた吉野地域のプロモーション

ジャポニスム2 0 1 8 開催日 平成30年７月12日

プ ロ モ ー シ ョ ン 「地方の魅力－祭りと文化」に合わせたプロモーション
89,212

推 進 事 業 春日若宮おん祭を海外で初めて披露

[ 一 部 国 際 交 流 ] 開催日 平成30年10月21日～23日

県産品のＰＲイベント、展示販売会

開催日 平成30年10月15日～27日

ＰＲ映像、パンフレット、ホームページによる情報発信等

なら国際映画祭実行委員会による「ＮＡＲＡｔｉｖｅプロジェクト」と

連携し、映画作品を活用して、誘客促進のプロモーションを実施

ロケ地ＭＡＰの作成 各5,000部（英語版、フランス語版）
フィルムを活用した

4,900 「ジャポニスム2018」と連携した誘客イベント開催
海 外 魅 力 発 信 事 業

開催期間 平成30年11月23日・24日

開催場所 ポンピドゥセンター（フランス・パリ）

ブース入場者数 535名

欧米市場向けに奈良県の魅力をＰＲする動画を制作、ＹｏｕＴｕｂｅを

活用した広告動画の配信を実施するとともにマーケティングデータを分

析
デジタルを活用した

11,500 対象市場 フランス、イギリス
海 外 情 報 発 信 事 業

制作本数 １本（英仏２言語）

配信時期 平成31年２月８日～22日

広告動画視聴回数 426万回以上

「吉野・高野・熊野の 世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」を活用し、三重県・和歌山県とと
1,215

国 」 三 県 共 同 事 業 もに、ＰＲ用パンフレットやポスターの作成等による情報発信を実施

地 域 振 興 費
－42－

近隣府県・民間団体と連携し、東南アジア・東アジア・欧米等を対象に

国のビジット・ジャパン地方連携事業を活用した効果的・効率的な観光

客誘致を展開

紀伊半島の観光資源を活用したプロモーション

対象市場 中国、韓国、台湾、香港、タイ、マレーシア、シンガポ

ール、インドネシア

外国人観光客誘致戦略 歴史・文化を活用したプロモーション

ビ ジ ッ ト な ら 5,000 対象市場 フランス、アメリカ

キ ャ ン ペ ー ン 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

外国人延べ宿泊客数（従業員10名以上の宿

泊施設）（名） 289,760 263,900 345,690

訪日教育旅行の誘致プロモーション

対象市場 台湾

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

訪日教育旅行コーディネート人数（名） 911 1,771 1,673

オフ期の夏季・冬季の誘客促進策として、季節感・特別感のある奈良を
う ま し 奈 良 め ぐ り

30,268 感じることができる旅行商品を企画・造成し、プロモーションを展開
推 進 事 業

企画数 56企画（夏 25企画 冬 31企画）

オフシーズン対策として、地元地域及び交通事業者と連携し、対象エリ

アを周遊して滞在型観光につなげる広報キャンペーンを実施

県 内 版 デ ス テ ィ 実 施 期 間 平成30年12月５日～平成31年３月25日

ネ ー シ ョ ン 9,861 対象エリア 橿原市、桜井市、高取町、明日香村

キ ャ ン ペ ー ン 事 業 実 施 内 容 ＳＮＳ投稿キャンペーン 応募件数 2,135件

航空会社とのタイアップ企画

雑誌社とのタイアップ企画

全国高等学校ラグビー大会等のスポーツイベントの機会を活用し、県内

への宿泊を誘致することによりオフシーズンの宿泊者の増加を促進
オ フ シ ー ズ ン の

看板等による歓迎ムードの醸成や激励訪問等を実施
スポーツを活用した 1,500

宿 泊 推 進 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

全国高校ラグビー出場校の県内での延べ宿

泊者数（名） 5,880 6,194 6,079

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 平成30年の興福寺中金堂落慶を核とした誘客促進キャンペーンを展開

旅行商品造成・販売に向けた商談会の開催

首都圏等での誘客促進イベントの開催
奈 良 県 観 光

245,404 ＪＲ等交通広告を活用した広報宣伝
キ ャ ン ペ ー ン 事 業

社寺等と連携した文化芸術イベントの開催

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

観光入込客数（千人回） 22,805 24,888 24,487

フランスで開催された大規模な日本文化紹介行事「ジャポニスム2018」

において、奥深い奈良の魅力を発信し外国人観光客を誘致

オープニング企画に合わせた吉野地域のプロモーション

ジャポニスム2 0 1 8 開催日 平成30年７月12日

プ ロ モ ー シ ョ ン 「地方の魅力－祭りと文化」に合わせたプロモーション
89,212

推 進 事 業 春日若宮おん祭を海外で初めて披露

[ 一 部 国 際 交 流 ] 開催日 平成30年10月21日～23日

県産品のＰＲイベント、展示販売会

開催日 平成30年10月15日～27日

ＰＲ映像、パンフレット、ホームページによる情報発信等

なら国際映画祭実行委員会による「ＮＡＲＡｔｉｖｅプロジェクト」と

連携し、映画作品を活用して、誘客促進のプロモーションを実施

ロケ地ＭＡＰの作成 各5,000部（英語版、フランス語版）
フィルムを活用した

4,900 「ジャポニスム2018」と連携した誘客イベント開催
海 外 魅 力 発 信 事 業

開催期間 平成30年11月23日・24日

開催場所 ポンピドゥセンター（フランス・パリ）

ブース入場者数 535名

欧米市場向けに奈良県の魅力をＰＲする動画を制作、ＹｏｕＴｕｂｅを

活用した広告動画の配信を実施するとともにマーケティングデータを分

析
デジタルを活用した

11,500 対象市場 フランス、イギリス
海 外 情 報 発 信 事 業

制作本数 １本（英仏２言語）

配信時期 平成31年２月８日～22日

広告動画視聴回数 426万回以上

「吉野・高野・熊野の 世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」を活用し、三重県・和歌山県とと
1,215

国 」 三 県 共 同 事 業 もに、ＰＲ用パンフレットやポスターの作成等による情報発信を実施

－43－



決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁

千円 千円

５ 国際交流等の推進 18,994千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 コンベンション誘致のプロモーションを実施するとともに、コンベンシ

コンベンション開催 ョン等の開催経費、シャトルバスの運行経費等に対し補助
11,095

誘 致 支 援 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

国際会議の誘致件数（件） 34 40 47

多くの集客交流が見込まれるＭＩＣＥの主催者に対し、奈良での開催を
ＭＩＣＥ誘致活動事業 7,899

促すための誘致活動を実施

地 域 振 興 費
－44－

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁

千円 千円

５ 国際交流等の推進 18,994千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 コンベンション誘致のプロモーションを実施するとともに、コンベンシ

コンベンション開催 ョン等の開催経費、シャトルバスの運行経費等に対し補助
11,095

誘 致 支 援 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

国際会議の誘致件数（件） 34 40 47

多くの集客交流が見込まれるＭＩＣＥの主催者に対し、奈良での開催を
ＭＩＣＥ誘致活動事業 7,899

促すための誘致活動を実施


